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昭
和
十
一
年
夏

、

二
高
山
岳
部
の
二
年
部

員
で
あ
っ
た
森
（
旧
姓
桑
田
）
欣
吾
氏
は、

先
翡
で
東
大
山
岳
部
員
の
三
宅
輝
海
氏
の
紹

介
で
東
大
の
剣
沢
合
宿
に
参
加
し
た
。
合
宿

に
は
釣
田
正
哉

、

小
寺
五
郎

、

小
山
義
一
の

諸
氏
が
参
加
し
て
い
た
。
森
氏
は
八
月
三
日

天
狗
小
屋
で
東
大
山
岳
部
で
歌
わ
れ
て
い
た

山
の
歌
を
教
わ
っ
た
。
釣
田
氏
か
小
寺
氏
か

の
ど
ち
ら
か
か
ら
と
森
氏
は
記
憶
し
て
い

る
。
そ
の
山
の
歌
は
二
つ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
か

ら
で
き
て
い
た
が
一
続
き
の
歌
と
し
て
習
っ

た
と
い
う
。
最
初
の
歌
が
「
街
の
子
」
で
、

あ
と
の

―
つ
が
「
雪
山
諮
歌
」
で
あ
る
。
同

年
秋

、

蔵
王
山
に
二
祁
の
清
渓
小
屋
が
建
設

さ
れ

、

十
二
月
に
ス
キ
ー
合
宿
が行
な
わ
れ
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み
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一
っ
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ま
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叩
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，
ょ
．
先
君
会
叫
鯰
委
紐
木
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5
a
ご
た
。

本

e
s
e

-
～

日

a
p
五

J
蝉
バ
こ
蜘
蜘i
竺
疇二
麟
畔
一
明
野
誌

・
~
ム
岳
，
曜
祭
開
祭
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東
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贔
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介
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い
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友
紹
知
J
南

~
人
岡

~

大
森
ム
会
ら
害
ィ日
月
水
日
図

a

"

T

街
ヴ
外

r
r

員
国
杏
r

峰
西
告
婦
福
悼

r
r

一
入
知
医
フ

►
►

｛
し
や
「
街
の
子
」
の
原

シ
海
会
一

＿
二
凶
東
報
追
ル
新
お

,
｀
J
ヽ
5
`
'
;
‘
.. )‘ 
.. }‘ 

.. )) 
.... 

i

)

 

... 
‘ 

... ;
‘
‘
.
‘
‘
)
＇
｀
．
‘
ヽ
9
‘
.
‘
‘
、
.
｀
.
,
`
9
ヽ
鼻
，
‘
曇
；
｀
・
'
)
‘

.. ）
9
ヽ
・
J
,
.. } 
..... 、.......... 

‘.̀‘,`‘.‘‘,`I` 

.. `5`i`‘,` 

.. `‘,‘ 

..
 

‘ 
.. `
;
｀
‘
・
ヽ
‘
.
J
ヽ

J
‘
.. ̀ I.i` 

.. 
、
v

.. `
（
I
`
I
`
‘
,
‘
;
`
．
,
｀
‘

,`
a
.`V
、
,
｀
(
I
‘
I
‘
,
5
5
・
）

｀
I
‘
'
苦
が
あ
る
か
と
固
苦
館

は
ヒ
ュ
ッ
テ
ン
プ
ー

フ
抜
粋
の
中
で
、
そ
の
の
目
録
を
当
た
っ
た
。
探
し
当
て
た
「
街の

夜
の
こ
と
を
「
コ
ー
ボ
ル
ト
の
御
神
酒
を
頂
子
」
の
扉
に
鴎
外
の
蔵沿
印
が
押
さ
れ
て
い

戴
し
て
快
適
に
駄
べ
り
唄
い
そ
し
て
満
月
の
た
。
原
書
に

「
街
の
子
」
の
譜
が
載っ
て
い

月
光
の
本
に
ス
ト

ー
ム
で
乱
舞
し
一
夜
を
冑
た
が
鵞
い
た
こ
と
に
私
た
ち
が
歌
う
メ
ロ
デ

春
の
焔
と
化
さ
し
め
た

」
と
伝
え
て
い
る
。
イ
ー

と
は
全
く
違
っ
て
い
た
。

私
た
ち
の
知

そ
の
夜
二
高
側
が
歌
っ
た
の
が
「
街
の
子
」
っ
て
い
る
歌
の
原
曲
は
何
だ
ろ
う
か
。

山
岳

と

「
雪山
讃
歌
」
で

、

こ
の
と
き
以
来
山
祇
部
先
輩
の
佐
々
保
雄
氏
は
昭
和
の
初
期
に
東

山
岳
部
で
も
二
つ
の
歌
が
一
続
き
の
歌
と
し
大
に
お
ら

れ
た
の
で
伺
う
と
、
佐
々
氏
は
紀

て
後
薪
に
歌
い
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
州
巡
検
の
折
に
一
科
出
身
の
佐
藤
捨三
氏
か

同
じ
年
の
夏

、

秩
父
生
ま
れ
の
中
村
一
男
ら
教
わ
っ
た
曲
で

、

当
時

、

東
大
山
岳
部
の

氏
と
奥
秩
父
を
縦
走
し
た
。
山
行
の
前
日、

キ
ャ
プ
テ
ン
で
あ
っ
た
八
蘭
出
身
の
西
脇
親

中
村
氏
と
旧
知
の
消
水
武
甲
氏
に
会
い
、
消
雄
氏
を
紹
介
さ
れ
た。
西
脇
氏
も
こ
の
歌
は

水
氏
が
秩
父
高
女
の
山
岳
部
に
同
行
し
て
私
一
裔
旅
行
部
出
身
の
人
か
ら
教
え
ら
れ
た
そ

た
ち
と
同
じ
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
を
知
っ
う
で
次
の
よ
う
な
お
便
り
が
あ
っ
た
。
「
古

た
。
女
学
生
の
一
行
が
先
行
し

、

十
文
字
峠
い
古
い
昔
の
事

、

T
度
五
十
年
も
前
の
事
を

を
超
え
梓
山
に
出
て

、

金
峰
山
の
登
り
に
か
ま
る
で
去
年
の
事
の
様
に
思
い
浮
べ
全
く
む

か
っ
た
所
で
私
た
ち
が
追
い
付
い
た
。
金
峰
し
ろ
切
な
い
思
い
で
す
。
私
は
こ
の
歌
を
何

か
ら
国
師
、
甲
武
信
、
破
風
へ
と
私
た
ち
は
度
上
高
地
や
涸
択
や
剣
沢
で
歌
っ
た
で
し
ょ

山
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
女
学
生
た
ち
の
前
に
う
か
。
た
だ
口
か

ら
耳
へ
、
そ
し

て
だ
み
声

な
り
後
に
な
り
し
て
尾
根
道
を
た
ど
っ
た
や
合
唱
や
ひ
と
り
の
途
断
え
が
ち
の
つ
ぶ
や

「
街

の

子
」
の

歌 1988 年 （昭和 63 年）

9 月号 (No. 519) 
た
。
森
氏
は
早
速

、

夏
に
仕
入
れ
た
山
の
歌

を
合
宿
で
披
嫁
し

、

そ
の
後
は
こ
の

一
続
き

の
歌
が
山
岳
部
の
部
歌
代
わ
り
に
歌
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

「
街
の
子
」
の
歌
は
「
そ
ん
な
に
お
前
は

な
ぜ
嘆
く
」
の
歌
だ
と
い
え
ば
ど
な
た
も
ご

存
知
で
あ
ろ
う
。
昭
和
十
二
年
に
二
高
に
入

っ
た
私
は
一
年
先
翡
の
原
一
郎
氏
か
ら、

こ

の
歌
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ボ
ン
原
作

、

森
皿
外
訳

の
戯
曲
「
街
の
子
」
に
出
て
い
る
こ
と
を
教

わ
っ
た
。
翌
十
三
年
五
月
十
四
日

、

私
た
ち

二
高
山
岳
部
員
は
大
挙
し
て
山
形
高
校
の
コ

ー
ポ
ル
ト
ヒ
ュ
ッ
テ
に
押
し
掛
け
山
直
山
岳

部
と
の
交
歓
コ
ン
パ
に
臨
ん
だ
。
コ
ー

ボ
ル

ト
会
編
「
コ
ー

ボ
ル
ト
ー
そ
の
五
十
年
ー
」

の

横
田
敬

一

（
会
員
番
号
ニ
ニ
ニ
五
）

系

譜

( 1 ) 
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き
み
た
い
に
。
友
は
皆
年
老
い
再
び
氷
や
岩

場
に
近
よ
る
事
も
出
来
な
く
な
り
歌
さ
え
も

忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
西
脇
氏
が
切
な
い

思
い
を
さ
れ
た
「
そ
ん
な
に
お
前
は
な
ぜ
嘆

く
」
の
原
曲
の
手
が
か
り
を
私
は
ま
だ
っ
か

ん
で
い
な
い
。
（
五
月
二
十
九
日
記
）

婦
人
部
の
海
外
遠
征
が
八
年
ぶ
り
で
ま
た

計
画
さ
れ
た
の
は
昨
年
の
春
で
し
た
。

田
部
井
淳
子
隊
長
、
底
本
信
子
副
隊
長
以

下
十
三
名
の
シ
ヴ
ァ
峯
登
山
隊
と
、
黒
石
恒

隊
長
以
下
九
名
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
隊
が
編
成

さ
れ
ま
し
た
。

準
備
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
追
わ
れ
る
私
達

の
た
め
に
松
永
敏
郎
氏
と
小
林
政
志
氏
は
、

お
忙
し
い
時
間
を
さ
い
て
雷
上
訓
練
の
講
師

を
快
く
引
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

富
士
山
の
訓
練
に
引
続
き
剣
岳
で
の
訓
練

と
再
度
の
ご
指
導
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
基
本
技
術
の
歩
く
こ
と
か
ら
始
ま

っ
て
滑
落
停
止、

器
具
の
使
い
方
と
こ
と
細

か
な
ご
指
等
を
し
つ
か
り
守
っ
て
無
事
登
頂

出
来
ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

今
日
（
八
月
十
日
）
は
シ
ヴ
ァ
峯
登
頂
の

予
定
日
で
す

。

（熊
谷
と
も
子
）

シ
ヴ

ァ
峯
遠
征
隊

雪
上
訓
練
報
告
二
題

_
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幻
的
⑩
訓
一

i

女
性
た
ち
の
夏

一
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
一
・
五
ト
ン
の
装
備
、
食
料
に
、
ス
カ

一ル
ド
で
仕
入
れ
た
現
地
食
を
あ
わ
せ
る
と
、
ニ
ト
ン
の
荷
物
だ
っ

iた
。
百
九
十
三
人
の
ボ
ー
タ
ー
が
二
週
間
か
け
て
五
千
―
―
百
"
2の

iベ
ー
ス

・

キ
ャ
ン
。
フ
ま
で
運
んだ
。

i
キ
ャ
ン
プ
は

、

C
l

•

六
0
0
0
"竺
C
2

•

六
六
0
0
"ぃ‘

芦
し3
・
七
四
五
0
"
2の
三
カ
所
。
初
め
は
四
つ
か
五
つ
の
キ
ャ
ン

二
プ
を
考
え
て
い
た
が
、
中
間
地
点
に
デ
ボ
地
を
設
け
、
節
約
し
た。

~
隊
の
名
は
、
日
本
女
子
ガ
ッ
シ
ャ
プ
ル
ムn
峰
登
山
隊
。
橋
本

一し
を
り
隊
長
以
下
十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
登
攀
隊
員
は
八

一
人
、ルー
ト
工
作
は
し
な
い
、
荷
上
げ
要
員
の
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー

三

丁人
が
行
動
を
共
に
し
た
。

~
ガ

ッ
シ
ャ
プ
ル
ム
は

、

土
地
の
言
葉
で
「
輝
く
壁
」
を
意
味
す

iる
。
バ
ル
ト
ロ
氷
河
最
奥
に
馬
蹄
形
に
位
置
す
る
六
つ
の
山
群
の

コ
レ
デ
ィ
ア
か
ら
正
面
に
望
むI
V峰
西
壁
の
威
容

芸
応
称
で
、n
ン

iか
ら
、
そ
う
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
山
群
で
二
番
目

一に
高
い
n

峰
（
八
0
三
五
＂い
）
を
「
女
子
登
攀
ク
ラ
プ
」
に
所
属

~
す
る
十
一
人
は

、

き
わ
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
極
地
法
で
め
ざ

~
し
た
。

i
八
月
八
日
午
前
六
時
十
五
分、

C
3

を
い
ず
れ
も
一
ー
ー
十
代
の
橋

工
本
隊
長
、
安
原
真
百
合
、
木
村
文
江
、
柳
沢
伸
子

、

北
川
み
は
る
、

丁
そ
れ
に
ハ
イ
ボ
ー
タ
ー
の
一
人
が
出
発

、

午
後
一
時
二
十
七
分
に

~
は
そ
ろ
っ
て
ピ

ー
ク
に
立
っ
た
。
十
五
分
間、
て
つ
。
へ
ん
に
い
て
、

i
四
時
に
は
に
C
3

に
戻
っ
た
。

一
ル
ー
ト
は
困
難
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
合
計
千
五
百
＂
＂
ぐ
ら

i
い
フ
ィ
ッ
ク
ス

・

ロ
ー
プ
を
張
っ
て
の
依
重
な
登
頂
だ
っ
た
。
行
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動
中
は
使
わ
な
か
っ
た
酸
素
も
、
C
3

で
の
睡
眠
時
に
は
吸
っ

i

た
。一

九
五
六
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
が
初
登
頂
し
た
こ
の
山
は

、
一

比
較
的
登
り
や
す
い
八
千
＂
ぃ
峰
と
し
て、

各
国
の
多
く
の
登
山
家

一

を
集
め
て
い
る
。
女
性
隊
と
前
後
し
て
今
年
も
い
く
つ
も
の
国
か

i

ら
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
テ
ィ
ー
が
入
り
、
結
構
賑
や
か
だ
っ
た
ら
し

i

、
。

> 

し
か
し
、
八
千
と
い
う
高
さ
自
体
は
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ

i

る
。
今
回
も
フ
ラ
ン
ス
隊
と
ア
メ
リ
カ
隊
で
そ
れ
ぞ
れ
死
者
が
出
一

た
。女

子
登
攀
ク
ラ
プ
の
田
部
井
淳子
ら
が
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
っ
た
~

一
九
七
五
年
八
月

、

ポ
ー
ラ
ン
ド

の
二
女
性
、
ハ
リ
ナ
・

ク
リ
ュ

i

ー
ガ
ー
・
ス
イ
ロ
コ
ム
ス
カ
（
一
九
八
二
年
、
K
2
女
性
隊
に
参
i

加
中
、
死
亡
）
と
ア
ン
ナ

・

オ
コ
ピ
ン
ス
カ
が
や
は
り
自
力
で
こ
~

の
山
の
頂
き
に
立
っ
て
い
る

。

そ
の
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
推
移
を
見
れ
ば
、
日
本
の
十
一
人i

の
女
性
が
や
っ
た
こ
と
は、

さ
し
て
特
箪
に
値
し
な
い
か
も
し
れ

i

な
い
。
し
か
し
、
自
身
の
ベ
ー
ス
で
こ
こ
ま
で
や
れ
る
こ
と
を
実一

証
し
て
み
せ
た
意
義
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
八
千
＂
は
峰
に

一
度
に
五

i

人
の
女
性
が
立
っ
た
の
は
、
初め
て
で
あ
る
。

i

七
月
に
は
名
古
屋
の
遠
藤
睛
行

・

由
加
夫
妻
が
ナ
ン
ガ
・
パ
ル

i

バ
ッ
ト

（
八
―
二
五
＂
い
）に
無
酸
素
で
登
っ
た
。
デ
ィ
ア
ミ
ー
ル
i

壁
か
ら
で

、

二
十
二
歳
、
登
山
歴
も
ま
だ
浅
い
夫
人
は
日
本
人
女
i

性
と
し
て
初
め
て
八
千
"
2の
無
酸
素
登
頂
を
や
っ
て
の
け
た
こ
と
i

に
な
る
。
エ
ベ
レ
ス
ト
を
無
酸
素
で
登
っ
た
夫
の
リ
ー
ド
が
あ
っi

た
と
は
い
え

、
驚
異
的
な
強
さ
で
あ
る
。

2

こ
の
夏
の
日
本
女
性
の
活
躍
は
嗚
り
物
入
り
で
な
いだけ
、
す

i

が
す
が
し
い
。
（

江
本
嘉
伸
）

i
(2 ) 
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末

吉

ー
富
士
山
雪
上
訓
練
の
報
告
ー

新
宿
を
離
れ
る
と
や
が
て
白
い
富
士
が
姿

を
現
わ
し
、
山
桜
に
目
を
奪
わ
れ
つ
つ
バ
ス

は
走
る
。

去
る
四
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
の
二
泊
一
―


H
、

婦
人
懇
談
会
主
催
の
雪
上
技
術
訓
練
が

富
士
の
裾
野
で
行
な
わ
れ
た
。
講
師
に
松
永

敏
郎
さ
ん
、
小
林
政
志
さ
ん
、
以
下
十
九
名

の
フ
ラ
ウ
が
参
加
し
た
。
各
界
活
躍
中
の
参

加
者
に
代
わ
っ
て
、
入
会
ま
も
な
い
私
が
報

告
係
と
な
っ
た
。

パ
ス
を
降
り
て
も
初
め
て
会
う
人
が
殆
ど

で
、
イ
ン
ド
に
行
く
人
さ
え
は
っ
き
り

解
ら

な
か
っ
た
。
新
五
合
目
は
手
前
数
キ
ロ
が
閉

鎖
中
で
初
日
は
天
場
ま
で
歩
荷
で
あ
る
。
道

道
隣
を
行
く
人
が
同
じ
出
身
函
校
で
あ
っ
た

り
、
大
学
の
先
甜
で
あ
っ
た
り
し
て
、
日
本

が
狭
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
四
国
で
生
ま

れ
北
海
道
に
移
り
住
む
私
に
は、

遠
く
の
山

脈
が
北
岳
で
あ
る
こ
と
す
ら
教
え
ら
れ
て
始

め
て
解
る
こ
と
だ
。

雷
上
訓
練
は
歩
き
方
か
ら
始
ま
り
、
最
後

に
は

、

ユ
マ
ー
ル
な
る
も
の
を
使
っ
て
み
る

と
い
っ
た
幅
広
い
内
容
で
、
富
士
山
頂
に
行

き
た
い
気
持
ち
を
返
上
し
て
基
本
技
術
の
講

習
を
受
け
た
。

歩
き
方

、

滑
落
停
止
線
習
を
重
視
さ
れ
る

松
永
講
師
の
指
森
は

、

私
の
よ
う
な
ビ
ギ
ナ

ー
に
は
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。
ま
た
自
分

祐
子

H
•

ア
ダ
ム
ス
・
カ
ー
タ
ー
氏
を
迎
え
て

海
外
委
員
会

山の
' 

夕海i

本
年
六
月
四
日
（
土
）
午
後
四
時
よ
り
、
集
会
室
で
「
ス
ラ
イ

iド
の
会
」
（
出
席
者
二
五
名
）
、
ル
ー
ム
隣
の
ト
レ
ビ
の
泉
で
レ
セ

二
プ
シ
ョ
ン
（
出
席
者一八
名
）
を
、
カ
ー

タ
ー
氏
を
迎
え
て
開
い

ご
」
。
司
会
は
吉
田
宏
、
早
川
栄
二
両
委
員
が
行
な
い
、
当
日
の
報

五
口
を
吉
田
宏
委
員
に
お
願
い
し
た
。

* 

吉
沢
一
郎
名
誉

、
＇
ノで

会
員
と
二
十
有
余

ム＿
年
に
わ
た
る
親
交

'> 
（
が
あ
り
ア
メ
リ
カ

氏

»
ン

・

ア
ル
パ
イ
ン

6-

夕
．
ジ
ャ
ー
ナ
ル

ヽ

カ

(
A
A
J
)の
名

・
編
集
長
ア
ダ
ム
ス

J
 

H
 

・

カ
ー
タ
ー
さ
ん

i
（
七
十
四
歳
）
が
愛
妻
ア
ン
夫
人
と
来
日
さ
れ
た
機
会
に
、
日
本

i山
岳
会
は
六
月
四
1
3

（
土
）
午
後
四
時
本
会
ル
ー
ム
に
お
い
て
同

i氏
が
一
九
七
六
年
ウ
イ
リ
ー
・
ア
ン
ソ
ー
ル
ド
氏
と
共
同
リ
ー
ダ

丁
ー
と
し
て
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラヤの
秀
峰
ナ
ン
ダ
・

デ
ビ
ィ
（
七
八
一

i六
2
い
）
遠
征
の
折
の
美
し
い
ス
ラ
イ
ド
約
八
十
枚
を
観
賞
し
な
が

了
ら
当
時
の
生
々
し
い
話
を
聴
く
機
会
を
得
た。

i
本
会
は
た
ま
た
ま
北
京
の
三
国
友
好
登
山
成
功
祝
賀
会
と
重
な

一り
今
西
会
長
以
下
幹
部
の
方
々
が
出
席
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
遺

こ憾
で
あ
っ
た
が
約
二
十
五
名
の
熱
心
な
会
員
が
名
編
集
長
の
話
を

ユ
認
く
こ
と
が
出
来
た。

i
ス

ラ
イ
ド
映
画
に
先
立
ち
吉
沢
名
脊
会
員
よ
り
カ
ー
タ
ー
さ
ん

：
の
紹
介
が
あ
り
同
氏
が
A
A
J

及
び
世
界
山
岳
界
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
に
触
れ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
等
は
「山
と
渓
谷
」
一
九
八
五
年
i

四
月
号
掲
載
の
「
忘
れ
得
ぬ
人
達
」
で
吉
沢
さ
ん
が
詳
細
に
述
べ
i

て
居
ら
れ
、

又
そ
の
概
要
が
、
日
本
山
岳
会
の
「
山
」
本
年
五
月

一

号
に
出
て
い
る
の
で
ご
参
照
願
い
た
い
。

i

カ
ー
タ
ー
さ
ん
は
一
九
三
六
年
弱
冠
二
十
二
歳
の
折
、
英
米
合

i

同
ナ
ン
ダ
・

デ
ビ
ィ
遠
征
の
途
次
、
船
で
横
浜
に
着
き
東
京
、
日i

光
、
瀬
戸
内
海
、
神
戸、

京
都
を
訪
れ
た
の
が
第
一
回
の
訪
日

i

で
、
第
二
回
は
一
九
四
五
年
マ
ッ
カ
ー

サ
ー

元
師
が
横
田
に
到
着

i

し
た
直
後
に
軍
属
（
大
佐
待
遇
）
と
し
て
食
糧
補
給
の
状
況
視
察i

に
来
日
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
今
回
が
第
三
回
目
で
あ
り
、
ア

~

ン
夫
人
に
と
っ
て
は
最
初
の
訪
日
で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

i

ス
ラ
イ
ド
は
素
睛
し
い
出
来
で
、
十
二
年
の
歳
月
を
経
過
し
て

i

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
画
面
が
最
近
撮
影
し
た
も
の
と
見
紛
ぅ

~

ほ
ど
で
、
見
て
い
る
者
が
思
わ
ず
溜
息
を
洩
ら
す
ほ
ど
で
あ
っ

i

た
。カ

ー
タ
ー
さ
ん
よ
り
ナ
ン
ダ

・

デ
ヴ
ィ
登
攀
に
ま
つ
わ
る
歴
史

i

的
経
過
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
付
い
て
左
の
通
り
概
略
の
説
明
が
あ
っi

た
。

日
一
八
八
三
年

、

英
国
人
グ
ラ
ハ
ム
が
初
め
て
挑
戦
し
た
が
失
敗

i

し
、
以
来
数
多
く
の
挑
戦
が
な
さ
れ
た
が
何
れ
も
失
敗
に
終
っi

て
い
る
。

口
一
九
0
五
年

、

ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
が

、

コ
ル
（
後
に
ロ
ン
グ
ス

i

タ
ッ
フ
コ
ル
と
名
付
け
た
）
か
ら
初
め
て
内
院
を
見
下
し
た
。i

国
一
九
三
四
年
、
シ
プ
ト
ン
、
テ
ィ
ル
マ
ン
の
隊
が
初
め
て
内
院i

に
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
~

四
一
九
三
六
年
八
月
英
国
人
四
名
、
米
国
人
四
名
か
ら
成
る
英
米i

合
同
登
山
隊
が、

ナ
ン
ダ
・

デ
ビ
ィ
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。

i

登
頂
者
は
テ
ィ

ル
マ
ン
と
オ
デ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
米
国
隊
は
ハ
i

ウ
ス
ト
ン
を
隊
長
と
し
、
当
時
二
十
二
歳
の
ア
ダ
ム
ス

・

カ

ー
山の卜夕

タ
ー
も
隊
員
に
名
を
連
ら
ね
て
い
る
。

そ
の
約
一
ヵ
月
後
、
堀
田
弥
一
氏
を
隊
長
と
す
る
立
教
大
学
浪 (3)  
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と
ザ
イ
ル
で
結
ば
れ
た
先
に
新
し
い
仲
間
が

い
る
、
そ
の
不
思
議
な
緊
張
と
安
心
を
肌
で

感
じ
た
。
背
す
じ
が
伸
び
る
思
い
が
し
た
。

し
か
し
、
何
よ
り
思
い
出
さ
れ
る
の
は
皆

の
天
真
爛
漫
さ
で
あ
り、

講
習
が
終
わ
っ
た

あ
と
の
松
永
講
師
の
お
ひ
げ
の
笑
顔
で
あ

る
。急

斜
面
で
思
い
思
い
に
ザ
イ
ル
を
伸
ば
し

て
い
く
生
徒
た
ち
の
間
を、

駆
け
登
っ
た
り

駆
け
降
り
た
り
と

、

小
林
講
師
に
も
大
へ
ん

お
世
話
に
な
っ
た
。

そ
し
て
面
白
か
っ
た
こ
と
は

、

や
は
り
様

様
な
背
景
を
も
つ
人
々
と
知
り
会
え
た
こ
と

で
あ
る
。
冬
山
の
経
験
を
問
え
ば
こ
れ
ま
た

様
々
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が

、

と
り
く
む
視
線

は
皆
等
し
く
真
剣
そ
の
も
の
。
そ
の
中
に
い

る
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
元
気
が
湧
い
て
く

る
ほ
ど
に
。

ま
た
、

ラ
ッ
コ
の

よ

う
に
し
な
や
か
な
田

部
井
淳
子
さ
ん
の
滑
落
停
止
姿
勢
も
印
象
深

か
っ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
下
山
の
時
を
む
か
え

、

新
五
合
目
に
舒
く
と
道
路
が
開
通
し
た
の
か

銀
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
気
さ
く
な
メ

ン
パ
ー
ば
か
り
で
こ
れ
か
ら
の
計
画
も
楽
し

み
で
あ
る
が

、

宿
題
と
し
て
残
さ
れ
た
点
も

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
六
月
の十
八
日
か

ら
今
度
は
立
山
で
合
宿
を
行
な
う
。

講
師
の
方
を
は
じ
め
、

計
画
に
た
ず
さ
わ

る
会
員
の
方
々
に
は
素
睛
ら
し
い
機
会
を
作

っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

六
月
十
八
日
の
早
朝
、

匂
«

’．
況
心
羞
心
厄
)
‘

次
代
に
残
そ
う
美
し
い
山
と
撲

i

＆
，
＂
り
が
＼

r

介
吝
＼
‘

り

"
»
C
J
,

＂
．

，
＂

’
り

の
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
遠
征
隊
が
初
め
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
成
功
の
音
頭
に
よ
り
カ
ー
ター
氏
の
健
康
を
祝し
て
乾
杯
し
、
吉
沢
一
i

山

を
お
さ
め
、
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
第
一
頁
を
飾
る
こ
と
と
郎
名
誉
会
員
よ
り
J

A
C

ネ
ク
タ
イ
を
カ
ー
タ
ー
氏
に
、
銀
の
ぺ

i

の卜夕海
な

る
。
ン
ダ
ン
ト
を
ア
ン
夫

人
に
贈
呈
し
た
。

~

ニ国
一
九
四
九
年

、

ウ
イ
リ

ー
・

ア
ン
ソ
ー

ル
ド
（
当
時
二
十
二
今
回
の
会
合
が
早
川
瑠
璃
子
、
山
口
節
子
両
会
員
の
格
別
の
お

i

~

歳
）
が
北
印
度
（
現
在
の
ウ
ッ
タ
ー

ル
・
プ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
）
で
世
話
に
よ
り
成
功
裡
に
終
る
こ
と
が
出
来
た
点
を
付
記
し
て
お
き

i

i
登
山
活
動
を
し
て
い
る
時
た
ま
た
ま
高
い

山
稜
よ
り
ナ
ン
ダ

・

た
い
。
（

吉
田
宏

）

i

i
デ
ビ
ィ
を
望
む
こ
と
が
出
来
、

そ
の
素
晴
し
い
山

容
に
魅
せ
ら
" ....••
.•..•..
.••••
.........
••••.••..........

...
•••••• 
………… 

............

...

........

.......

......

....... 

~

れ
た
彼
は
、

も
し
将
来
娘
を
持
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の
娘
を
ナ

一

i
ン
ダ
・
デ
ビ
ィ
と
命
名
し
よ
う
と
決
心
し
た
。

一

五
一
九
七
六
年

、

ア
ダ
ム
ス

・
カ
ー
タ
ー
と
ウ
イ
リ
ー

・
ア
ン
ソ

i

ル
ド
率
い
る
米
国
隊
は
、
一
九
三
六
年
英
米
合
同
隊
に
よ
る

i

i
初
登
頂
以
来
四
十
年
目
に
し
て
北
西
側
よ
り
北
稜
を
経
て
登
頂

i

ー
ト
と
ロ
ス
ケ
リ
ー
で
あ
っ

一

i
に
成
功
し
た
。
登
頂
者
は
ラ
イ
カ

~
た
。

そ
の
折
ア
ン
ソ
ー
ル
ド
の
娘
ナ
ン
ダ
・

デ
ピ
ィ
が
謁
山
病

i

の
た
め
、

C
4

で
死
亡
す
い
う
悲
劇
が
起
き
た
。
立
派
な

~

る
と

"
体

格
に
恵
ま
れ
た
妙
齢
の
美
人
ク
ラ
イ
マ
ー

は
、

男
性
ク
ラ
イ
．

マ
ー
に
伍
し
て
重
い
荷
を担
ぎ
活
躍
し
た
が

、

不
幸
に
も
山
に

i

i

召
さ
れ
、
こ

の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
出
来
事
を
I
M
F
の
H

.
c
~

i
・

サ
リ
ン
総
裁
は
、
彼
女
は
ナ
ン
ダ

・

デ
ビ
ィ
の
化
身
と
な
っ

i

~
た

と
語
り
そ
の
死
を
悼
ん
だ
。

れ
は
日
本
山
岳
会
隊
が
ナ
ン
ダ
デ
ビ
ィ
東
峰
よ
り
主
峰

i

こ

i

に
向
け
て
の
ト

ラ
バ
ー

ス
に
成
功
し
た
直
後
の
遠
征
で
あ
っ

~

こ
。t
 

~

カ
ー
タ
ー
氏
の
ス
ラ
イ

ド
餓
買
後

、

午
後
六
時
よ
り
ト
レ
ビ

の

~
山

i泉
に
場
所
を
移
し

、

海
外
委
員
早
川
栄
二
氏
の
司
会
で
観
迎
レ
セ

5

一。
フ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
田
口

二
郎
氏
9夕

.... 

海

..... 

『i
 

ー

剣
岳
雪
上
訓
練
の
報
告ー

田
中
恭
子

iL
 

バ
ス
は
ま
だ
自
分

今
度
の
三
国
友
好
登
山
は

、

す
で
に
ご
高
承
の
通
り

、

大
成

果
を
収
め

、

終
了
い
た
し
ま
し
た

。

皆
々
様
か
ら

多
大
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
経
金
は、

所
期
の
目
的
を
遥
か
に

オ
ー
バ
ー
し
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
な
ら
ぬ
ご

支
援
を
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
栄
誉
と
喜
び
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者一同

本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
〔
募
金
額
総
計
九
、
七
0
五

、

六
0
0
円
、
口
数

一、

九

四
一
・
―
ニ
ロ
〕
（

大
塚
）

三
国
友
好
登
山
・
会
員
募
金
の
締
切
り

今
年
十
二
月
一
日
発
行
を

目
指
し
て
、
目
下
検
討
中
で
す
。

つ
い
て
は
、

会
報
送
付
用
帯
封
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
住
所
の
正

誤
、
電
話
番
号
の
変
更
の
有
無
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

訂
正
変
更

の
場
合
は
至
急
本
会
事
務
局
へ
葉
書
に
て
ご一
報
下
さ
い
。

な
お
名
簿
は
十
月
末
日
現
在
で
発
行の
予
定

。

（総
務
委
）

会
員
名
簿
発
行
に
つ
い
て
お
願
い

(4 ) 
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よ
り
高
い
雪
の
壁
の
間
を
す
り
ぬ
け
て
室
堂

に
つ
い
た
。
美
女
平
の
あ
た
り
で
は
一
番
咲

き
の
花
々
が
遅
い
春
を
告
げ
て
い
た
け
れ
ど

こ
こ
ま
で
来
る
と
ま
だ
ぶ
厚
い
雪
渓
の上
を

吹
く
冷
た
い
風
に
身
震
い
が
す
る
。
富
士
山

の
訓
練
や
そ
の
後
の
準
備
で
お
馴
染
み
に
な

っ
た
顔
や
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
参
加
す
る
人

達
、
い
ろ
い
ろ
の
士
地
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
経

路
で
十
八
人
が
集
ま
っ
た
。
そ
し
て
講
師
の

方
も
富
士
山
で
お
世
話
に
な
っ
た
松
永
敏
郎

さ
ん
と
小
林
政
志
さ
ん
が
懲
り
ず
に
来
て
下

さ
っ
た
。

訓
練
は
剣
沢
上
部
の
文
部
省
の
小
屋
に
―
―

泊
し
て
行
な
わ
れ
た
。
最
初
と
最
後
の
日
は

歩
行
訓
練
を
し
な
が
ら
小
屋
ま
で
行
く
こ
と

と
帰
る
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ
た
け
れ
ど、

そ

れ
で
も
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
急
な
雷
渓
を

登
り
降
り
す
る
の
は

、

復
習
と
仕
上
げ
に
充

分
す
ぎ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
し
て
中
の
一
日
は
ま
る
一
日
か
け
て
剣

沢
か
ら
平
蔵
谷
を
タ
イ
ト
ロ
ー

プ
で
上
り

、

剣
に
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
一
首

で
言
っ
て
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

首
が
痛
く
な
る
ほ
ど
上
の
方
に
あ
る
コ
ル

の
岩
を
晩
ん
で

、

固
く
急
な
雷
の
谷
を
登
り

つ
め

、

目
も
く
ら
む
よ
う
な
岩
場
に
足
を
す

く
ま
せ
な
が
ら
必
死
の
思
い
で
た
ど
り
つ
い

た
。
最
初
に
着
い
た
人
と
最
後
の
人
と
で
は

何
十
分
も
差
が
つ
い
た
が
、
皆
、
心
か
ら
の

喜
び
に
顔
を
輝
や
か
せ
て
い
た
。

来
た
道
を
下
る
。
岩
場
で
も
た
つ
い
て
い

東京祝賀会で鏡開きをする三国の登山隊長たち／読売新聞社提供

去
る
六
月
十
七
日
午
後
六
時
よ
り
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

の
鳳
凰
の
間
に
お
い
て、

東
京
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
中
国
側
か

ら
は
李
夢
華
ス
ボ
ー
ツ
相
、
史
占
春
登
山
隊
総
隊
長
や
次
仁
多
吉

隊
員
ら
登
頂
者
も
含
め
十
六
名

、

ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
は
モ
ハ
メ

ド
・
モ
ー
シ
ン
観
光
相

、

ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会
会
長
の
カ
ド
カ
殿

東
京

祝
賀
会

国
友
好
登
山
隊

下
を
は
じ
め
登
頂
者
の
ア
ン
・
ラ
ク
パ
隊
員
ら
を
含
め
十
四
名
を

迎
え
、

第
一
部
の
祝
典
の
部
で
は
本
会
の
村
木
副
会
長
が
司
会
を

務
め
た
。

今
西
寿
雄
会
長
は
登
山
隊
総
隊
長
と
し
て
、三
国
友
好

、

交
差

縦
走

、

テ
レ
ビ
中
継
の
一
二
つ
の
目
的
を
完
全
に
な
し
と
げ
た
こ
と

を
誇
り
を
も
っ
て
報
告
す
る

、

と
述
べ

、

登
山
隊
総
顧
問
で
元
外

相
の
桜
内
義
雄
氏
は
三
国
の
隊
員
が
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
仕
事

を
な
し
と
げ
た
こ
と
は
、

登
山
の
世
界
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
の
国
民
の
団
結
と
協
力
を
ま
す
ま
す
促
進
し
、

励
ま
す
も
の
と
な
ろ
う
と
挨
拶
し
た
。
ま
た
登
山
隊
の
経
済
的
基

盤
を
支
え

、

報
道
連
絡
面
で
尽
力
の
あ
っ
た
後
援
総
顧
問
の
小
林

与
―二
次
読
売
新
聞
社
長
は
読
売
新
聞

、

日
本
テ
レ
ビ
を
代
表
し

て
、

今
な
お
テ
レ
ビ
で
見
た
登
頂
成
功
の
感
激
に
ま
ぶ
た
の
熱
く

な
る
の
を
党
え
る

、

と
述
べ

、

関
係
各
位
の
苦
心
と
努
力
に
敬
意

を
表
し
た
い
と
挨
拶
し

た
。

こ
の
あ
と

登
頂
成
功
に
と
も
な
う
記
念
メ
ダ
ル
と
賞
状
が、

中

国
、

日
本

、

ネ
パ
ー

ル
の
各
総
隊
長
に、

登
山
委
員
会
顧
問
で、

読
売
新
聞
社
名
誉
会
長
の
務
台
光
雄
氏
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
。

ひ
き
つ
づ
き
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
の
竹
下
登
総
理
大

臣
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

司
会
の
村
木
副
会
長
に
よ
っ
て

読
み
上
げ
ら
れ
、
官
房
長
官
の
小
淵
恵
―
―
―
氏
が
こ
れ
を
補
う
か
た

ち
で
祝
辞
を
述
べ
た
。

同
氏
は
、
ト

ロ
ン
ト
サ
ミ

ッ
ト
に
出
掛
け
て
い
る
竹
下
総
理
に

代
わ
っ
て

、

ち

ょ
う
ど
臨
時
の
内
閣
総
理
大
臣
を
仰
せ
つ
か
り、

こ
れ
が
私
の
初
仕
事
だ
、
と

参
会
者
を
笑
わ
せ
た
あ
と
、

日
本
側

の
交
差
縦
走
者、

山
田
昇
隊
員
が
た
ま
た
ま
同
氏
の
選
挙
区
の
出

で
身
内
で
も
あ
る
こ
と
な
ど
も
交
え、

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
祝
辞
を
述

べ
た
。
こ
の
あ
と

、

船
田
文
部
政
務
次
官
、
李
夢
華主
任

、

モ
ハ

メ
ド

・

モ
ー
シ
ン
観
光
大
臣
と
祝
辞
が
続
い
た
が
、

と
も
に
こ
の

登
山
を
契
機
と
し
て
、
各
国
が
さ
ら
に
友
好
関
係
を
強
め
て
ほ
し

(5)  



る
私
達
の
最
後
の
一
人
が
コ
ル
に
降
り
る
ま
会
い
と
希
望
を
述
べ
た
。
本
、
中
国
、
ネ
パ
ー
ル
の
関
係
者
が
六
百
人
も
出
席
し

、

盛
会
裡

。●

で
、
先
生
方
は
寒
風
に
身
を
さ
ら
し
て
じ
っ

双
第
一
一部
の
懇
親
の
部
は

、

登
山
隊
本
部
秘
書
長
の
神
崎
忠
男
隊
に
閉
会
し
た
。

●
と
見
守
っ
て
下
さ
る
。
急
な
雪
渓
を
下
る
。
隊
員
が
司
会
を
務
め
た
。
中
国
で
は
こ
の
他

、

登
山
隊
の
下
山
時
の
五
月
二
十
一
日
に
も

て
ピ
シ
ガ
ツ
ェ
に
て
盛
大
な
祝
賀
会
が
行
な
わ
れ、

ラ
サ
で
も
同
じ
く

山

8
8

ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ

・
ア
ク
ス

・
ビ
レ

ー

で

登

ま
ず
三
国
の
南
北
両
側
登
山
隊
長
六
人
が
声
を
掛
け
合
っ

ッ
ケ
ル
で
鏡
開
き
を
行
な
い、

乾
杯
の
音
頭
は
登
山
委
員
会
顧
問
五
月
二
十
＿
―
-
日
に
、
人
民
政
府
関
係
者

、

チ
ベ
ッ
ト

登
山
協
会
関

9

好

4

下
り
ろ
と
指
示
が
あ
る
。「
そ
れ
ど
う
す
る

友

ん
だ
っ
け
」
、
「
私、
初
め
て
で
す
」
と
い
う

国
高
木
盛
久
日
本
テ
レ
ビ

社
長
が
と
っ
た
。

係
者
に
よ
る
盛
大
な
祝
賀
会
が
行
な
わ
れ
た
。

, 

三

ー

5
 声

に
、

し
ょ
う
が
ね
え
な
あ
、
と

い
う
顔
で
こ
の
あ
と

、

山
田
隊
員
が
山
頂
で
か
か
げ
た
読
売
の
社
旗
の小

山

先
生
方
が
走
り
廻
っ
て
指
森
さ
れ
る
。
ど
な
林
社
長
へ
の
贈
呈

、

当
日
出
席
の
三
国
登山
隊
全
員
の
紹
介
と
そ
ネ
。
ハ
ー
ル祝茄
只会
報
笙
ロ

‘
‘
、可

り
声
が
飛
ぶ。
日
が
領
い
て
く
る
。

遅
々
と
れ
ぞ
れ
へ
の
記
念
メ
ダ
ル
の
贈
呈
な
ど
が
入
り

、

午
後
八
時
を
少
湯
浅
道
男

磁
し
て
進
ま
な
い
。
何
と
そ
の
日
は
十
一
＿
一
時
間
し
回
っ
た
と
こ
ろ
で
散
会
と
な
っ
た
。
（岡沢
誌
吉
）

便郵
も
行
動
し
て
皆
へ
と
へ
と
に
な
り

、

夕
食
を
三
国
友
好
登
山
隊
の
ネ
パ
ー
ル
祝
賀
会
が
、
五
月

二
十
七
日

、

頭
か
っ
こ
ん
だ
。
小
屋
で
は
老
若
男
女
な
く
皆

北
京

祝
賀

会
報

告
二
十
八
日
の
両
日

、

登
山
隊
成
功
を
祝
う
垂
れ
甜
の
林
立
す
る
カ

凜
そ
れ
ぞ
れ
に
協
力
し
て
働
き、

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
ト
マ
ン
ズ
で
以
下
の
ご
と
く
開
催
さ
れ
た
。

五
月
二
十
七
日

（
午
後
五
時
）
王
宮
に
お
い
て
ビ
レ
ン
ド
ラ

橋
本
消

の
食
事
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
意

見
を
出
し
合
っ
た
。

私
達

一
人
一
人
の
二
十
三
国
友
好
登
山
隊
の
中
国
祝
賀
会
が

、

六
月
一
―-
H、

午
後
一
＿
一
国
王
陛
下
夫
妻
に
よ
る
グ
ル
カ
勲
章
授
与
式
（
〔
日
本
側
〕
今
西
）

倍
は
疲
れ
て
お
ら
れ
る
は
ず
の
先
生
方
は、

時
、
人
民
大
会
堂
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
が、

そ
れ
に
先
だ
寿
雄
会
長

、

橋
本
龍
太
郎
名
脊
総
隊
長ら
十
二
人

、

〔
中国
側
〕

6
( 

ち
、

李
鵬
首
相

、

王
骸
国
家
副
主
席

、

楊
得
志
中
国
登
山
協
会
名
史
占
春
総
隊
長
ら
七
人
、
〔
ネ
パ
ー
ル
側

〕
ク
マ
ー
ル

・

カ
ド
カ

小
屋
で
も
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
や
ロ
ー
フ
ワ
ー

ク
を
教
え
て
下
さ
っ
た
り、

行
動
の
こ
と
か
誉
主
席
に
よ
る
会
見
が
行
な
わ
れ
た
。
会
見
及
び
祝
賀
会
に
は
ネ
殿
下
ら
十
九
名
が
叙
勲
）

。

同
日
（
午
後
七
時
）
エ
ベ
レ
ス
ト
・

ら
食
事、

高
山
病
の
こ
と
ま
で

、

知
っ
て
い
パ
ー
ル
か
ら
モ
ハ
メ
ド

・
モ
ー

シ
ン
観
光
相、

ク
マ
ー

ル
・
カ
ド
シ
ェ
ラ
ト
ン

・

ホ
テ
ル
に
お
い
て
銀
光
大
臣
主
催
の
祝
賀
パ
ー
テ

る
こ
と
は
何
で
も
全
部
教
え
て
や
ろ
う
と
ば
力
総
隊
長

、

日
本
か
ら
は
桜
内
義
雄
総
顧
問、

小
林
与
三
次
後
援
ィ
。

ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
夫
妻
、
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
殿
下
夫
衷
が
列
席

か
り
に
、

こ
と
細
か
に
指
導
し
て
下
さ
っ
総
顧
問

、

今
西
寿
雄
総
隊
長、

大
塚
博
美
実
行
委
員
長、

村
木
潤
さ
れ

、

各
国
大
使

、

政
府
要
人
が
出
席
し、

会
場
は
立
錐
の
余
地

た
。
次
郎
副
会
長

、

松
田
雄
一
常
任
評
議
員、

西
村
政
晃
常
務
理
事
が
が
な
い
ほ
ど
の
参
会
者
で
溢
れ

、

盛
会
裡
に
終
了
。

今
ま
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
無
駄
出
席
。
日
本
山
岳
協
会
よ
り
斉
藤
一
男
副
会
長
も
出
席
さ
れ
ま
し

五
月
二
十
八
日

午
前
一
0
時
（
於
ヒ
マ
ラ
ヤ
・

ホ
テ
ル
）
シ

に
し
な
い
よ
う
、

し
つ
か
り
と
頑
張
っ
て
き
た
。
会
見
に
引
続
き
栄
誉
章
の
授
与
式
が
行
な
わ
れ

、

今
回
の
登
ュ
レ
ス
タ
首
相
に
よ
る
ネ
パ
ー
ル
隊
員
表
彰
式
。
午
後

一＿
一
時
、

N

M
A
事
務
所
祝
袈
会

、

つ
づ
い
て
市
内

。

ハ
レ
ー
ド
を
し
て

、

午
後

会

た
い
と
思
い
ま
す
。

山
の
縦
走
者

、

登
頂
者
に
授
与
さ
れ
た
。
な
お
功
労
者
に
も
別
の

っ
そ
う
章
が
授
与
さ
れ

、

式
典
は
無
事
終了
し
た
。
五
時

、

カ
ト
マ
ン
ズ
・

パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
主
催
の
市
民
歓
迎
式
賀祝

苦
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
も

、

い

結
び
つ
き
を
強
め
て、
三
日
間
は
終
わ
っ
た
。
式
典
に
引
続
き

、

午
後
六
時
よ
り
人
民
大
会
蛍
広
開
に
て、

成
典
（
於

・
市
民
ホ
ー

ル
）
。
会
場
は
市
民
で
溢
れ、

栖
本
龍
太
郎

隊

し

、

関
山登

室
堂
で
パ
ス
を
待
っ
皆
の
顔
は
誰
も
が
睛
功
記
念
祝
賀
会
が
催
さ
れ、

三
国
総
隊
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

、

名
誉
総
隊
長、

今
西
寿
雄
総
隊
長
の
式
辞
を
は
じ
め
と
て

好友

睛
と
し

て
い
た
。
共
に

三
国
が
協
力
し
合
い

、

今
回
の
登
山
が
大
成
功
の
内
に
終
っ
係
者
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
。

※
シ
ヴ
ァ
峯
の
報
告
会
は
、
十
月
十
八
日ー

た
こ
と
を
喜
ぴ
合
っ
た
。
ま
た三
国
登
山
隊
員
も

、

今
回
の
登
山
今
西
会
長

、

大
塚
副
会
長

、

そ
し
て
橋
本
名
誉
総
隊
長、

瓦
木
国

八
時―
―

10
分
よ
り
ルー
ム
で
開
き
ま
す。
の
成
功
を
か
み

し
め
る
よ
う
に
喜
び
合
っ
た
。
祝
吹
会
に
は
日
読
売
グ
ル
ー
プ
代
表
は

、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
諸
機
関
の
表
敬
訪

三
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知
床
を
考
え
る本

多
勝
一
編

一
九
八
六
年
夏
か
ら
一
九
八
七
年
春
に
か

け
、
全
国
を
校
否
論
談
の
渦
に
ま
き
こ
ん
だ

知
床
国
立
公
園
森
林
伐
採
問
題
は
、
わ
が
国

の
自
然
保
護
運
動
の
歴
史
に
残
る
大
き
な
出

来
事
で
あ
っ
た
。
不
幸
に
し
て

、

こ
の
論
争

は
一
九
八
七
年
四
月
十
四
日
、
林
野
庁
が
警

官
隊
に
守
ら
れ
つ
つ
二0
0
年
を
こ
え
る
ミ

ズ
ナ
ラ
の
巨
木
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ウ
を
入
れ
た

と
き
に
、

一
応
ビ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
た
が、

こ
れ
は
終
点
で
は
な
く、

む
し
ろ
問
題
の
新

た
な
る
出
発
点
で
あ
っ
た
。

こ
の
論
争
の
間
に
自
然
保
護
側
と
伐
採
推

進
側
と
か
ら
出
さ
れ
た
論
説

、

評
論

、

報
告

等
は
賂
し
い
数
に
及
ん
だ
が、
問
題
の
今
後

の
解
決
の
た
め
に、

一
九
八
六
年
夏
か
ら
同

年
末
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
資
料
を
本
多
勝一

氏
が
と
り
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
本

多
氏
は
伐
採
反
対
の
立
場
を
鮮
明
に
守
っ
て

い
た
が
、

本
態
に
は
保
護
側
だ
け
で
な
く、

伐
採
推
進
の
林
野
庁
側
の
賓
料
も
公
平
に
と

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
本
多
氏
は
自
身

で
も
朝
日
新
聞
紙
上
で
、
た
び
た
び
熱
烈
な

知
床
保
護
の
論
陣
を
は
り
、
そ
れ
ら
の
報
告

が
本
害
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
編
集
上

の

「
つ
な
ぎ
」
的
解
説
と
し
て、
レ

チ
タ
チ

ー

ボ
（
叙
唱
）
と
呼
ぶ
短
文
を
数
ヵ
所
に
ち

り
ば
め
て
お
り
、

「
編
」
と
は
い
う
も
の
の
、

同
氏
の
知
床
保
護
の
熱
意
が
全
書
を
通
じ
て

よ
く
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
論
文
、
評
論
、
報
告
等
の
大
部

分
は
朝
日
新
聞
と
一
部
は
北
海
道
新
聞
に
発

表
さ
れ
た
も
の
、
そ
の
他
い
く
つ
の
か
雑
誌

に
出
た
も
の
で
あ
り

、

若
干
の
も

の
は
本
害

の
た
め
に
書
下
し
た
も
の
も
あ
る。
さ
ら
に

本
書
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
対
談
や
鼎
談
が

あ
り
、
終
り
に
は

、

営
林
支
局
の
森
林
施
業

計
画
、
各
種
の
自
然
保
護
団
体
が
林
野
庁
等

に
出
し
た
要
望
栂
な
ど
が
汽
料
と
し
て
一
括

さ
れ
て
い
る
。
論
文
篇
の
寄
稲
者
は
一

―1
0

名
、
資
料
篇
の
そ
れ
は
―
二
名
、
こ
の
多
種

多
様
の
論
旨
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は、

§

さ

[今
年
も

で
会
い
ま
し
ょ
う

会
問、

最
終
日
に
は

、

お
世
話
に
な
っ
た
日
本
大
使
館
、
日
本
人
関
さ
れ
た
こ
と
も
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
市
民
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た

賀
係
者
を
招
い
て
感
謝
の
タ
ベ
（
二十
九
日
於
・

ソ
ル
テ
ィ
・

オ
ベ
市
民
も
登
山
関
係
者
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

N
M

祝隊
ロ
イ

・

ホ
テ
ル
）
を
開
催
し
て
多
忙
な
日
程
を
消
化
す
る
こ
と
が
A
行
事
（
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
二
五
周
年
記
念
式
典
、
U
I
A
A

総

山登
で
き
た
。

会
）
の
ス
ケ
ー
ル
を
は
る
か
に
上
回
わ
り

、
一
般
民
衆
の
支
持
と

そ
れ
に
し
て
も
、
今
西
会
長
が
「
…
…
こ
れ
ほ
ど
喜
ん
で
貰
え
共
感
に
支
え
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は

、

今
回
が
初
め
て
と
い
え
る
で

好友目
た
と
こ
ろ
に
今
回
の
登
山
の
意
義
が
あ
っ
た
」
と
述
懐
さ
れ
た
よ
あ
ろ
う
。
こ
の
登
山
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々

三
う
に
、
文
字
通
り
の
熱
烈
歓
迎
で
あ
っ
た
。

一
度
に
こ
れ
だ
け
多
に

、

こ
の
行
事
に
示
さ
れ
た、

こ
の
登
山
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た

数
の
人
々
へ
の
叙
勲
も
初
め
て
の
こ
と、

国
王
ご
夫
妻

、

ギ
ャ
ネ

I
Iネ
パ
ー
ル
の
人
々
の
自
信
と
誇
り
1
1を
お
伝
え
し
て

、

感
謝
の

}
ンドラ
殿
下
ご
夫
妻
が
打
ち
そ
ろ
っ
て
同
一

。ハ
ー
テ
ィ
に
ご
出
席
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

。

こ
の
限
ら
れ
た
紙
数
の
中
で
は
不
可
能
で
あ

る
が
、
少
数
の
林
野
庁
側
の
意
見
を
の
ぞ
け

ば
、
本
害
の
大
部
分
を
構
成
す
る
論
説
は

、

知
床
森
林
は
ど
う
し
て
も
守
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う

熱
意
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

さ

き

に
の
べ
た
よ
う

に
、

本
和
を
集
録
し

た
の
は
八
六
年
末
ま
で
で
あ
る
た
め
、
八
七

年
二
l

―二
月
お
こ
な
わ
れ
た
森
林
内
の
野
生

生
物
調
査
及
び
、
そ
れ
に
つ
づ
く
四
月
の
伐

採
強
行
に
関
し
て
の
見
解は
で
て
い
な
い
。

な
お
本
書
の
発
行
日
が

、

伐
採
強
行
の
一
日

前
の
八
七
年
四
月
十
三
日
で
あ
る
の
も
奇
し

き

縁
か
。

と
も
あ
れ

、

こ
れ
か
ら

の
わ
が

国

の
森

林
、

と
く

に
国
有
林
の
あ
り
方
を
考
え
て
ゆ

く
上
で
、

ま

た
わ
が
国
の
自
然
保
護
運
動
を

進
め
て
ゆ
く
上
で

、

知
床
森
林
伐
採
問
題
は

も
っ
と
も
重
要
な
出
発
点
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
意
味
で
、
よ
り
多
く
の
会員
に
本

害
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
四
月
、
晩
声
社
刊

、

B

5

版
、

三
四
―ーペ
ー
ジ

、

定
価
二
0
0
0
円

（八
木
健
三
）

一
空
撮

•

世
界
の
名
峰
一

山
田
圭

一
作
品
集

楽
し
い
本

、

有
難
い
本
が
出
た
も
の
で
あ

る
。お

か
げ
で
、
た
と
え
ば
イ
エ
ル
。

ハ
ハ
主
峰

以
外
に
は
名
前
も
わ
か
ら
ず
に
ペ
ル
ー
の
コ

ノ
コ
チ
ャ
峠
か
ら

描
い
て
き
た
私
自
身
の
ス

ケ
ッ
チ

に
あ
る
山
も

、

な
る
ほ
ど
こ
れ
が
チ

コ
か
、

ヒ
リ
シ
ャ
ン
カ
か
と
年
来
の
疑
問
が

(7)  



ま
た
ク
ラ
イ
マ
ー
達
に
と
っ
て
は
世
界
の

難
壁
の
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

、

幻
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
夢
を
え
が
く
何
よ
り
の
も

の
で
あ
ろ
う
。

佐
貫

、

杉
本
両
氏
の
当
を
得
た
解
説
も
山

田
氏
の
作
品
の
鑑
買
と
理
解
を
一
段
と
深
め

る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
に
そ
え
て
あ
る
英
文
の

説
明
は

、

ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
し
か
る
べ
き

米
人
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
そ

う
で
、

良
心
的
な
編
集
ぶ
り
も
う
か
が
え

る
。し

か
し
カ
パ
ー
と
扉
に
「
空
撮
•

世
界
の

0

解
決
し
た
。

2
 
・
知
っ
て

い
る
山

、

ま
だ
見
ぬ
山

、

ぺ
）

ジ

, 
．

を
繰
る
ご
と
に
著
者
の山
に
対
す
る
愛
情
と

そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
の
労
苦
が
察
せ
ら

8
 

8
 

, 
4

れ
、

読
者
の
山
へ
の
憧
れ
が
掻
き
立
て
ら
れ

, 
5
1
る
本
で
あ
る
。

保
育
社
版
カ
ラ
ー
プ
ッ
ク
ス
「
ス
イ
ス
の

山）
山

」
以
来
の
山
田
氏
の
作
品
の
愛
好
者
の
一

人
と
し

て
、

氏
の
空
撮
の
集
大
成
の
出
版
は

可

ご
同
鹿
に
た
え
な
い
。

g
 

郵
印
刷
も
美
事
で
あ
る。
エ
ベ
レ
ス
ト

南
西

三

面
全
景
の
右
頁
部
下
の
雷
の
質
感

、

マ
カ

ル

種渾
ー
西
壁
や
モ
ン
プ
ラ
ン・デ
ュ
・
タ
キ
ュ
ル

東
面
な
ど
の
岩
の
肌
ざ
わ
り
な
ど、

実
に
よ

く
出
て
い
る
と
思
う
。
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・

ロ

ッ
キ
ー
の
写
直
5

.
6

.
7

な
ど
で
は
地
球

が
作
り
出
し
た
造
形
美
が
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
。

名
峰
」
に
相
当
す
る
英
文
が
入
っ
て
な
い
こ

と
は
何
と
も
惜
し
ま
れ
る
。
ボ
ス
ト
ス
ク
リ

プ
ト
と
し
て
概
説
的
な
英
文
も
入
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
し

、

こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル

な
本
は
パ
ッ
と
見
た
時
に
多
く
の
外
国
人
に

わ
か
る
文
字
（
英
文
字
）
が
あ
る
程
度、

た

だ
し
要
領
よ
く
入
っ
て
い
れ
ば
別
に

I
f完
訳

版
I
Iを
作
ら
な
く
と
も

I
I筋
訳
―
―
ヵ
国
語

版
I
Iと
し
て
世
界
で
通
用
し、

売
上
げ
部
数

も
一
段
と
伸
び
る
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
す

る
。「

ジ
ョ
ー
ン
ズ
大
佐
撮
影
」
と
し
て
入
れ

て
あ
る
カ
ラ
コ
ラ
ム
の
山
々

、

更
に
は
天
山

・

昆
裔
・

コ
ー

カ
サ
ス
の
山
々
も
山
田
氏
の

カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
な
世

界
平
和
の
来
る
日
と
今
後
益
々
の
氏
の
こ
の

方
面
で
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

紹
介
が
大
変
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
申
訳

け
な
い
が
、
好
著
再
評
価
の
機
会
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
十
二
月
十
日
、
白
水
社

、

一

四
三
ペ
ー
ジ
、

定
価
四
八
0
0
円

（牧

澗
＿
）

一北
海
道
自
然
一
0
0
選
紀
行
一

朝
日
新
聞
社
北
海

〗

道
支
社
報
道
部
編
ぃ

朝
日
新
聞
社
が
昭
和
六
十
年
に
全
国
に
呼

び
か
け
た
「
ニ
ー
世
紀
に
残
し
た
い
北
海
道

の
自
然
一
0
0
選
」
に
は
六
百
万
通
以
上
も

の
応
募
が
あ
り、

そ
の
中
か
ら
候
補
地
を
選
.••····································································································································································································· 

七
月
二
日
し

三
日
に

、

深
田
ク
ラ
プ
と

婦
懇
の
有
志
共
催
で

、

早
大
教
授
（
東
洋

史
専
攻
）
の
長
沢
和
俊
氏
を
囲
む
会
を
上

高
地
の
小
梨
平
の
梓
川
川
畔
で
行
っ
た
。

長
沢
氏
は
昭
和
四
十
一
年
に
、
深
田
久

弥
を
隊
長
と
す
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
踏
査
隊

の
副
隊
長
と
し
て
参
画
し、

今
ほ
ど
プ
ー

ム
に
な
る
以
前
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
い
ち

早
く
見
聞
し
て
来
ら
れ
た、

投
重
な
経
験

の
持
主
で
あ
る
。
小
梨
平
の
林
間
の
小
鳥

の
声
を
耳
に
し
た
り
、
心
地
よ
い
川
風
に

吹
か
れ
な
が
ら

、

当
時
の
深
田
久
弥
の
旅

の
中
で
の
誕
話
な
ど
、
興
味
深
く
聴
く
こ

と
が
で
き
た
。

参
加
者

小
倉
厚

、

岡
部
み
ち
子

、

熊
谷

と
も
子

、

里
見
情
子
、
佐
藤
千
恵
子

、

小

深
田
ク
ラ
ブ
と

婦
懇
有
志
で

長
沢
和
俊
氏
を
囲
む
会

国
ジ
t
曰

..........

.............

.........

......

......... 
~
 

塩
丘
平

、

外
非
会
員
十
一
名

i

（小
塩
丘
平
）

~

ヒ
ノ
ト丁
岳
・

六
月

大
橋
克
也

一

靴
沈
む
撫
の
朽
葉
の
径
踏
み
て

i

山
静
け
き
も
何
時
ま
で
と
思う

[

み
ち
の
く
の
踏
み
跡
う
す
き
丁
登
れ
ば

i

百
咲
き
辛
夷
霧
に
浮
べ
り

i

み
ち
の
く
の
丁
の
峯
の
撫
の
径
の
~

朽
莱
靴
埋
む
さ
あ
れ
ま
た
の
日

i

槍
ケ
岳

南
秋
草
子

一

槍
目
指
す
径
を
よ
ぎ
り
ぬ
夏
の
蝶

i

＂
ナ
バ
タ

睛
れ
て
ゆ
く
霧
の
広
さ
に
お
花
畠

i

槍
は
も
う
近
し
と
あ
そ
ぶ
お
花
畠

i

柏
ヶ
岳
一
万
尺
に
張
る
天
甜

~

槍
ケ
岳
ひ
と
き
わ
高
き
大
夕
焼

i

手
を
振
れ
ば
影
も
応
う
る
御
来
迎

i

円
虹
や
槍
も
穂
高
も
霧
の
中

i

雲
海
の
睛
れ
ゆ
く
果
に
富
士
浅
間

i

満
天
の
星
降
る
中
の
登
山
小
屋

i

天
の
川
流
れ
て
注
ぐ
登
山
小
屋

i

.
, 

•
• 
, ... 
，

~
~

•

9

ト
言
●

~

．
~
言
言

~
~
ト

'

~

’
~

9

言

9
,

言
~
言

9
9

9
9
9
9
9

9

(8)  



び
、

朝
日
新
聞
記
者
が
直
接
訪
れ
て
ペン
と

カ
メ
ラ
で
綴
っ
た
ル
ボ
で、

六
十
年
十
月
か

ら
六
十
一
年
十
二
月
に
わ
た
っ
て
新
聞
に
連

載
さ
れ
た
。

本
瞥
は
そ
れ
を
ま
と
め
一
ヵ
所
に
つ
き
二

ベ
ー

ジ
に
わ
た
る
紀
行
文
と
見
開
き
ニ
ペ
ー

ジ
の
カ
ラ
ー
写
真

、

そ
れ
に
問
い
合
せ
先
や

交
通
の
便
、
案
内
地
図
を
付
し
た
便
利
な
ガ

イ
ド
プ
ッ
ク
で
も
あ
る
。

ち
な
み
に
一
0
0
選
に
選
ば
れ
た
主
要
山

岳
は
、

利
尻
山
、

駒
ケ
岳

、

幌
尻
岳

、

夕
張

岳
、

告
寒
別
岳

、

ウ
エ
ン
シ
リ
岳
、
カ
ム
イ

ェ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
、
ア
ボ
イ
岳
、
蔽
琴

山
、

恵
庭
岳、

椎
山

、

ホ
ロ
ホ
ロ
山

、

鷲
別

岳
、

大
千
軒
岳

、

手
稲
山

、

狩
場
山
、
ニ
セ

コ
、

羊
蹄
山
等
で

、

そ
れ
に
丘
陵

、

草
原

、

峠
、

岬
、

森
林

、

湖
、
河
川
、
海
岸
を
含
め

て
呆
勝
地
を
紹
介
し
て
い
る
。

）
生
活
に
密
着
し
て
い
る
近
く
の
神
社
山

可g
ゃ

、

何
げ
な
く
通
り
過
し
て
い
た
羊
蹄
山
麓

の
泉
水
源
地
や
噴
き
出
し
公
園
が
入
っ
て
い

て
、

改
め
て
北
海
道
の
自
然
が
開
発
と
共
に

虹種三
せ
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

か
つ
て
山
仲
間
の
間
で
嵯
山
だ
け
は
ガ
イ

儒
。2

ド
プ
ッ
ク
に
載
せ
ず
に
ず
っ
と

自
然
を
見
守

9

っ
て
い
こ
う
と
申
し
合
せ
て
い
た
の
だ
が

、

8

そ
れ
が
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
の
咲
く
山
と
し
て

8
 

, 
1

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
に

, 
1

掲
載
さ
れ

、

い
ま
や
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
や
シ
ン

5
 パ

ク
と
共
に
盗
掘
さ
れ
瀕
死
の
状
態
で

、

地

元
営
林
署
で
は
登
山
者
の
入
林
禁
止
を
検
討

山

中
で
、

林
道
わ
き
に
眺
望
公
園
を
作
る
計
画

も
進
ん
で
い
る
と
本
書
で
は
紹
介
し
て
い

る
。
対
照
的
に
ホ
ロ
ホ
ロ
山
は
従
来
北
側
に

し
か
登
路
が
無
か
っ
た
が
、
南
側
の
白
老
町

か
ら
登
路
を
開
さ
く
し

‘

1
0
0
選
入
選
の

た
め
に
投
票
を
訴
え
る
運
動
を
し
五
八
五
五

粟
を
獲
得
。
入
選
を
記
念
し
て
大
き
な
カ
ッ

ラ
の
木
に
彫
刻
を
ほ
ど
こ
し
た
椋
識
を
山
頂

に
飾
る
な
ど

、

登
山
者
誘
致
に
力
を
注
い
で

い
る
所
も
あ
る。

北
海
道
は
い
ま
開
発
か
自
然
保
護
か
で、

知
床
の
森
林
伐
採

、

日
高
山
脈
や
大
雷
山
の

横
断
自
動
車
道
路
の
建
設、

各
地
リ
ゾ
ー
ト

開
発
に
よ
る
弊
害
等
で
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

自
然
へ
の
あ
こ
が
れ
は
都
市
化
が
進
む
に

つ
れ
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
く
。
自
然
は
何

も
遠
く
に
あ
る
秘
境
で
は
な
く
、
身
近
な
所

に
も
あ
る
。
北
海
道
に
は
ま
だ
ぜ
い
た
く
な

自
然
が
こ
ん
な
に
残
っ
て
い
る
の
か
と、

思

い
知
ら
さ
れ
る
也
で
も
あ
る。

一
九
八
七
年
五
月

、

北
海
道
大
学
図
害
刊

行
会
刊

、

四
二
0
ペ
ー
ジ

、

定
価

一
八
〇

0
円
（
高

澤
光
雄
）し

―
―

一
キ
ャ

ン
。
フ指
導
の
安
全
と

一

一

健
康
管
理
一

野
間
口
英
敏
著
叩

ア
ウ
ト

ド
ア
ラ
イ
フ
の
隆
盛
に
伴
い
、
そ

の
一
環
と

し
て
様
々
な
形
の
林
間
の
キ
ャ
ン

プ
も
ま
す
ま
す
さ
か
ん
だ
が

、

本
害
は
主
と
は

、

キ
ャ
ン
プ
の
日
程、

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
決

し
て
青
少
年
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
の
指
達
に
あ
定

、

指
苺
者
の
選
定、

組
織
づ
く
り

、

実
地

た
る
人
を
対
象
に

、

そ
の
安
全
と
健
康
管
理
調
査

、

参
加
者
の
把
握
、
携
行
品
、
輸
送
方

の
面
に
視
点
を
あ
て

、

ど
ん
な
点
に
ど
の
よ
法

、

献
立

、

事
前
指
森
、
保
険
等
の
各
項
に

う
に
留
意
し
た
ら
よ
い
か
を
具
体
的
に
述
ぺ
わ
た
り
安
全
保
健
面
で
検
討
す
べ
き
こ
と
を

た
手
引
害
で
あ
る
。
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
実
地
踏
査
で
の
チ
ェ

内
容
は
六
章
か
ら
成
る
。
第
一
章
で
は、

ッ
ク
票
の
作
成
を
す
す
め
、
そ
の
ひ
な
型
を

近
年
に
お
け
る
キ
ャ
ン
プ
指
甜
中
の
事
故
と
示
し、

参
加
者
の
健
康
管
理
の
た
め
の
個
人

勧
病
の
発
生
状
況
の
具
体
例
三
十
六
件
を
と
票
の
見
本
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

り
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
、

昭
和
六
十
年
中
運
営
段
階
で
は

、

キ
ャ
ン
プ
中
に
行
な
わ

の
「
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る
怪
我
お
よ
び
街
病
れ
る
幾
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎
に

、

点
検
す

に
関
す
る
調
査
」
に
は

、

傷
病
の
発
生
状
べ
き
項
目
を
箇
条
忠
に
し
て
記
述
し
て
い

況
、

原
因

、

種
類

、

部
位

、

発
生
時
の
行
事
る
。
内
容
は
キ
ャ
ン
。
フ
そ
の
も
の
の
ほ
か
に

内
容
等
の
面
よ
り
の
考
察
を
し

、

グ
ラ
フ
化
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

、

水
上
活
動
、
ハ
イ
キ

し
て
い
る
。

ン
グ

、

野
外
ゲ
ー
ム
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

第
二
章
で
は

、

キ
ャ
ン
プ
の
指
苺
者
と
し
グ

、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー

等
に
わ
た
る
。

9

て
、

安
全
と
健
康
管
理
面
で
心
得
て
い
な
く
全
体
を
通
じ

、

資
料
と
し
て
随
時
掲
載
さ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
参
加
者
へ
れ
て
い
る
関
連
新
聞
記
事
の
コ
ピ
ー
は
興
味

の
「
過
信
」、

指
甜
者
自
身
の
「
油
断
」
と
深
く

、

具
体
性
を
加
え
迫
力
が
あ
っ
た
。
ま

「
怠
慢」
の
三
項
目
を
き
び
し
く
戒
め
て
い
た

、

キ
ャ
ン
プ
中
の
事
故
が
訴
訟
と
な
っ
た

る
。
ケ

ー

ス
の
判
例
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
故
共

第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は

、

各
章
毎
に
済
制
度
例

、

巻
末
の
H

本
キ
ャ
ン
プ
協
会
の

キ
ャ
ン
プ
指
苺
を
計
画
段
階、

準
備
段
階

、

諸
規
定
も
有
用
と
思
わ
れ
た
。

運
営
段
階
、
事
後
段
階
の
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
著
者
は

、

東
海
大
学
で
社
会
体
育
を
担当

に
分
け

、

夫
々
の
段
階
に
お
い
て

、

安
全
と
す
る
先
生
。
日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会
の
上
級
指

健
康
管
理
の
上
で
配
感
す
べ
き
こ
と
を
具
体
導
者
で
も
あ
る
。
日
頃
か
ら
キ
ャ

ン
プ
指
森

的
に
列
挙
し

て
い
る
。
の
実
際
に
関
係
さ
れ
る
だ
け
に

、

行
き
届
い

こ
れ
ら
の
段
階
に
お
い
て

、

一
番
中
心
と
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
小
中
高

な
る
も
の
は
準
備
段
階
と
運
営
段
階
で、

こ
校
等
で
キ
ャ
ン
プ
指
導
の
任
に
あ
た
る
者
に

こ
に
本
文
百
九
十
一
頁
中

一二
分
の
二
近
い
百
は

、

事
前
の
一
読
が
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ

二
十
二
頁
を
さ
い
て
い
る
。
準
備
段
階
で
た
。
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ス
イ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
国
境
の
名
も
な
い
峠

に
立
っ
て
周
囲
を
見
て
鷲
い
た。
見
は
る
か

す
緑
の
牧
野
で
あ
る
。

は
る
か
遠
く
に
羊
の

群
れ
が
い
る
。
木
な
ど
一
本
も
な
い
。
そ
こ

か
ら
少
し
下
っ
て
来
る
と、
J
t粗
な
カ
ラ
マ

ツ
が
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
生
え、

粗
林
と
な
っ

て
里
に
下
り
て
い
る
。

飛
行
機
で
日
本
に
帰
っ
て
く
る
と、
機
上

一
九
八
七
年
六
月
一
日、

御
茶
の
水
芯
房

刊
、

一
九

一
ペ
ー

ジ
、
定
価
一
六
0
0
円

（
一
志
幸
夫
）

皿

森
は
い
の
ち

皿

ェ
コ
ロ
ジ
ー
と
生
存
権

i

宮
脇
昭
著

m

` 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
に
撞
れ
登
山
記
録
を
読

ん
で
い
る
と
、

ど
の
記
録
で
も
山
頂
に
留
ま

る
時
間
が
少
な
い
。

そ
し
て
自

分
が
登
っ
て

み
て
そ
れ
が
分
か
っ
た
。
や
は
り
十
分
も
し

た
ら
下
っ
て
し
ま
う

。

山
頂
に
は
雷
と
岩
し

か
な
く
、

周
り
を
カ
メ
ラ
に
収
め
れ
ば
用
が

な
く
な
る
の
で
あ
る

。

私
た
ち
が
普
段
登
っ
て
い
る
日
本
の
山

は
、
鋭
い
頂
上
で
も
、
な
に
が
し
か
の
植
物

が
一
生
懸
命
花
を
咲
か
せ
、
イ
ワ
ヒ
バ
リ
な

ど
の
鳥
た
ち
が
迎
え
て
く
れ
る
。
私
た
ち
は

そ
こ
の
傍
ら
に
腰
を
お
ろ
し、

お
茶
を
沸
か

し
し
ば
し
寛
ぎ
、
花
や
小
烏
と
語
ら

う
の
で

あ
る
。
そ
し
て
見
下
ろ
す
麓
に
は
美
し
い
森

が
あ
る
。

こ
の
本
は
山
の
森
よ
り
も
、
里
の
森
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
が

、

読
み
終
わ
っ
て

、

す
べ
て
の
森
は
「
私
た
ち
の
い
の
ち
」
で
あ

る
こ
と
と

、

何
を
な
す
べ
き
か
が
理
解
で
き

た
。
一
読
を
期
待
す
る
。

一
九
八
七
年
八
月
刊

、

有
斐
閣

、

一
四0

0
円
（

渡
辺
正
臣
）

こ
の
本
は
そ
れ
を
恐
れ
て、

森
の
人
聞
と

の
関
わ
り
合
い
の
歴
史
か
ら

説
き
お
こ
し
、

い
か
に
し

て
自
然
を
護
り

、

共
存
す
る
に
は

ど
う
す
る
べ
き
か
を

、

こ
と
細
か
に
訴
え
、

方
法
を
論
じ
、
実
践
を
指
示
し
て
い
る
。

生
態
学
者
で
あ
る
著
者
は

、

原
生
林
を
始

め
と
し
た
、
消
耗
を
強
要
さ
れ
る
日
本
の
総

て
の
樹
木
や
森
に
話
を
広
げ、

特
に
郷
士
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
ふ
る
さ
と
の
森
の
破
壊

を
恐
れ
て
い
る
。

例
を
神
奈
川
に
と
っ
て

、

二
五
四
0
も
あ
っ
た
、

鎖
守
の
森
な
ど
の
多

煕
群
落
の
ふ
る
さ
と
の
森
が
今
は
た
っ
た
四

0
し
か
残
っ

て
い
な
い
の
を
指
摘
し
、
環
脱

作
り
の
必
要
を
訴
え
、
さ
ら

に
そ
こ
に
適
合

し
た
樹
木
を
無
視
し
た
森
づ
く
り
の
傍
さ
を

指
摘
し

、

森
づ
く
り
を
通
し
、
す
べ
て
の
生

物
の
頂
点
に
立
つ
人
問
の
、
急
速
に
果
た
さ

ね
ば
な
ら

な
い
仕
事
を
こ
ま
か
く
指
示
し
て

い
る
。

か
ら
見
る
日
本
の
森
は
も
く
も
く
と
重
な
り

あ
っ
て
い
て
、
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。

そ
の
日
本
の
森
も

、

昨
今
環
税
が
甚
だ
し
く

悪
化
し

、

そ
れ
が
さ
ら

に
増
幅
さ
れ
て
い

る
。

誰
に
で
も
身
近
に
見
ら

れ
る
野
の
花
や

、

山
の
花
を

、

一月
か
ら
十
一
一
月
ま
で
季
節
を

お
っ
て
七
十
ほ
ど
紹
介
し
て
い
る
。
著
者
は

お
い
ら

く
山
岳
会
の
会
員
で
歌
人
で
も
あ

り

、

「
野
草
に
対
す
る
愛
情
と
興
味
は
気
違

い
じ
み
て
い
る
」
と
自
身
で
い
っ
て
い
る
ほ

ど
花
が
好
き
で
あ
る
。
野
山
を
歩
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
花
に
出
合
う
喜
ぴ
が
行
間
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
山
歩
き
に
は
必
ず
カ
メ
ラ
を
持
参

し
、
花
と
語
り
合
い
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
す
。

同
じ
花
で
も
ア
ン
グ
ル
を
変
え

、

季

節
を
変
え

、

花
の
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
と
ら

え
て
、
そ
の
美
し
い
写
真
も
沢
山
収
め
ら

れ

て
い
る
。

―
っ
―
つ
の
花
に

、

名
前
の
由
来
や
俗

称
、
伝
説
、
そ
し
て
そ
の
花
に
出
会
っ
た
折

の
情
景
も
え
が
か
れ

、

日
だ
ま
り
の
あ
た
た

か
さ
や
、
氷
雨
の
冷
た
さ
な
ど
が
読
む
者
の

心
に
伝
わ
っ
て
来
る
。
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
や
ウ

サ
ギ
ギ
ク
な
ど
の
祁
山
植
物
の
他
、
オ
オ
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
と
か
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
ク
ズ

、

サ

ツ
マ
イ
モ
、
ノ
ギ
ク

、

ビ
ワ
、
ア
カ
ノ
マ
ン

マ
な
ど
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
花
が
沢
山
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
美
し
さ
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
。
各
章
毎
に
そ

の
花
に
因
ん
だ
和
歌
や
俳
句
が
添
え
ら
れ
て

い
る
。 思

v 、

出

の

花

佐
藤
富
美
著

著
者
は
自
然
の
中
の
花
を
愛
し

、

雑
木
林

が
伐
採
さ
れ
た
り

、

大
事
な
花
が
山
草
マ
ニ

ア
に
根
こ
そ
ぎ
掘
り
と
ら
れ
た
り
す
る
の
を

歎
き
、
栽
培
さ
れ
た
野
草
の
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ

し
た
姿
に
心
を
痛
め
た
り
し
て
い
る
が、

こ

う
い
う
本
が
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
野
山
に

自
生
す
る
植
物
の
美
し
さ
に
多
く
の
人
々
が

気
づ
い
て
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
と
よ
い
と
思
っ
た
。

一
九
八
七
年
十
一
月
二
十
日
発
行
、A
5

版
、
一
八
六
。
ヘ
ー
ジ、

揺
簸
社
発
行

、

定

価
二
0
0
0
円
（

中
村
あ
や
）

一
丹
沢
・
桂
秋
山
域
の

一

山
の
神
々

I
l
l

佐
藤
芝
明
著

5

む
か
し

、

山
案
内
人
は
、
煮
え
あ
が
っ
た

飯
の
最
初
の
ひ
と
つ
ま
み
を

、

必
ず
取
り
の

け
、

山
の
神
へ
の
お
供
え
と
し
た
。

集
落
を
ぬ
け

、

山
道
に
入
る
と
、
山
の
神

の
祠
が
あ
っ
て
、
酒
と
塩
が
供
え
ら
れ
て
い

る
の
を
今
で
も
目
に
す
る
が
、
山
を
生
活
の

場
に
し
て
い
る
人
び
と
に
と
っ
て
は、

山
は

神
型
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
こ
に
「入
れ
て

、
、

い
た
だ
く
」
と
い
う

、
敬
け
ん
な
心
の
あ
か

し
に
他
な
ら
な
い
。

秩
父
の
栃
本
に
は

、

山
の
神
峠
と
い
う
名

の
峠
が
あ
っ
て
、

毎
年
五
月
十
七
日
に
は

、

ご
馳
走
や
竹
筒
に
入
れ
た
酒
を
捧
げ
て、

山

仕
事
の
一
年
間
の
無
事
を
祈
る
た
め

、

こ
の

(10) 
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峠
に
登
る
習
慣
が
残
っ
て
い
る
。

著
者
は
そ
の
ま
え
が
き
で

、

「山
神
」
の

宗
教
的
な
側
面
や
、
学
術
的
な
側
面
の
探
求

や
研
究
や
ら
を
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
、

と
し
て
い
る
が
、
丹
沢
や
道
志
、
桂
川
南
城

の
山
々

に
五
百
回
以
上
も
入
山
し

て
、

実
際

に
自
分
の
足
で
歩
き、

H

で
確
認
し
、
人
び

と
の
記
億
か
ら
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る

「
山
の
神
」
に
つ
い
て
克
明
な
記
録
と
し
て

と
ど
め
ら
れ
た
。

本
術
の
内
容
は
、
第
一
部
・

山
神
と
の
出

合
い
、
第
一
一
部・
山
神
に
伝
わ
る
話
、
に
続

い
て
、

第
三
ー
五
部
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
西
丹

沢
、
東
丹
沢
山
塊
、
桂
秋
山
城
と
大き
く

山

城
を
区
分
し

、

登
山
道
で
見
か
け
る
山

神

社
、

四
季
折
お
り
の
風
景、

山
神
の
祀
ら
れ

た
背
景
、
山
道
に
通
じ
る
古
道

、

人
び
と
の

往
来

、

地
名
の
起
源
な
ど
に
つ
い
て
記
述
さ

れ
て
い
る
。

東
京
周
辺
の
山
々
に
、
登
山
者
の
た
め
の

山
道
が
拓
か
れ
た
の
は
僅
か
に
七
十
年
来
の

こ
と
で
、
そ
の
他
の
無
数
の
山
逍
は
里
人
の

交
通
路
か
仕
事
道
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
長

い
歴
史
が
刻
ま
れ
て
いる
。

そ
の
黒
土
の
追
に
座
し
て、

幾
百
年
来
こ

、
、
、

の
道
を
往
来
し
た
山
民
の
、

た
つ
き
を
考
え

て
み
る
の
も
、

登
山
者
と
し
て
無
益
な
こ
と

で
は
な
い
と
思
う
。

ぜ
ひ
、

一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
。

一
九
八
七
年
十
二
月
、
中
央
公
論
事
業
出

版
制
作
、
丸
ノ
内
出
版
発
売
、
二
五
六
ペ

焼岳 • 平沢利夫

ー
ジ
、
定
価
二
0
0
0
円

（高
田
直
哉
）

報
告

ぃ
―一

白
神
山
域
を
探
る
山
行
報
告
一

（山
形
支
部
・

秋
田
支
部
会
且
一

と
の
交
流
を
ま
じ
え
て
／
．）

五
月
二
十
七
ー

ニ
十
九
日

一

主
催
婦
人
懇
談
会
皿

自
然
保
護
委
•

関
塚
氏

、

婦
懇
委
•

岡
部

さ

ん
の
立
案

、

口
添
え
で
実
現
さ
れ
た
今
回

の
山
行
で
あ
っ
た。
荊
え
出
し
た
ば
か
り
の

プ
ナ
の
樹
林
楷
は
、
息
を
の
む
よ
う
な
美
く

し
さ
で
あ
っ
た

。
参
加
者
一
同
の
胸
に
深
く

強
く
響
く
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
想
わ
れ

る
。
婦
懇
の
山
行
も
今
後
は
出
来
る
限
り
男

性
会
且
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
ゆ
き
た

い
。

そ
の
意
味
で
特
に
お
願
い
し
て

、

男
性
会
員

の
赤
松
光
氏
に
山
行
報
告
を
魯
い
て
頂
く
こ

と
に
し
た
。
（
婦
懇
委
）

参
加
者

尾
崎
賜
子

、

岩
堀
瑞
子

、

宅
間
清

子
、

早
川
瑠
璃
子
、
大
塚
玲
子

、

芳
野
菊

子
、
市
吉
明
子
、
前
旧
精
子
、
里
兄
情
子

、

赤
松
光

、

関
塚
貞
亨
、
林
稔
、
福
田
文
二、

福
田
光
子

、

北
林
嘉
鶴
子、

今
井
和
彦
（
岡

部
友
人
）、
佐
藤
和
志
（
幅
田
友
人
）、

講
師

・

工
藤
茂
美
、
係
・
熊
谷
と
も
子

、

岡
部
み

ち
子
計
二
十
名

婦
人
懇
談
会
の
白
神
山
地
を
探
る
山
行
に

参
加
す
る
機
会
を
得

、

五
月
二
十
六
日
上
野

発
寝
台
車
出
羽
に
乗
る
。
二
十
七
日
午
前
八

時
秋
旧
駅
珀、

駅
前
に
集
合
。
地
元
会
且
の

用
惹
さ
れ
た
三
台
の
車
で
国
道
一
〇
一
号
を

一
路
北
上
。
能
代
市
を
経
て
八
森
町
、
真
瀬

林
道
へ
。
や
が
て
秋
木
事
業
の
G
A
T
E

に

珀
い
た
。

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
が
美
し
い
。
柳

架
の
舞
う
辺
り
は
ま
さ
に
万
緑
の
季
節
で
あ

る
。
人
口
に
腑
炎
さ
れ
た
胄
秋
林
道
の
核
心

部
を
徐
行
で
登
る
。
兄
昭
し
の
利
く
楊
所
で

は
車
を
降
り
て
工
藤
茂
美
先
生
の
説
明
を
き

く
。
犀~
鰯
と咲
く
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

、

ッ
パ
メ

オ
モ
ト

、

タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
の
群
落、

妍
を
き

そ
う
タ
ム
シ
パ
。
終
点
の
手
前
で
は
歩
き
な

が
ら
プ
ナ
原
生
林
の
生
態
を
実
地
に
き
く
。

雪
穴
の
話
（
樹
木
根
本
の
雷
が
春
の
訪
れ
で

円
節
状
に
と
け
る
）、

ブ
ナ
伐
採
の
あ
と

、

杉
柏
林
地
で
生
ず
る
ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど
と
の

混
消
林
の
特
徴
に
も
言
及
さ
れ
該
隙
な
知
識

を
披
鋸
さ
れ
る
。
路M
に
残
る
切
り
株
の
年

* 

輪
は
一
0
0
ち
か

い
古
株
が
あ
っ
た
。
林
道

終
点
か
ら

ニ
ッ
森
山
（
山
m
号
9

ペ
ー
ジ

参

照
）
に
向
か
う
。
九
四
五
＂ぃ
点
か
ら
県
界
を

辿
り
小
沼
渓
を
登
り
山
頂
に
立
つ
。
真

瀬

山
、
白
神
岳
は
指
呼
の
間
と
言
う
に
は
鬱
蒼

と
し
た
奥
深
い
眺
望
であ
り

、

三
角
点
の
標

石
は
新
旧
二
個
、
少
し
離
れ
た
位
骰
に
あ
っ

た
。

途
中
、
可
憐
な
カ
タ
ク
リ
の
花
に
歓
声

が
あ
が
る
。

斯
く
て
一
行
は
恙
が
な
く
下

山
。
初
日
の
宿
に
向
か
い
長
駆
し
て
森
吉
町

の
民
宿
山
龍
荘
に
沿
く
。
夕
飴
の
団
甕
は
和

気
我
我
の
裡
に
深
更
に
及
ん
だ
。

二
日
目
は
森
吉
山
を
め
ざ
し
た
が
天
候
悪

化
の
た
め
森
吉
神
社
（
ー
ニ
七
五
＂
●
)
で
雨

を
避
け
、
下
山
に
決
す

。

去
来
す
る
雨
槃
に

見
え
隠
れ
す
る
山
容
を
後
に
雷
渓
を
く
だ

り
、

新
波
ス
キ
ー
楊
の
伐
採
地
を
通
る
。
山

麓
荘
に
戻
り
昼
食

、

次
な
る
宿
は
夙
に
名
甜

い
秘
沿
「鶴
の
楊
温
泉
」
、
宿
の主
は
本
会

々
員
佐
藤
和
志
氏。
な
お
福
田
文
二
氏
、
林

稔
氏
、
宅
間
梢
子
氏
は
合
流
の
た
め
先
約
さ

れ
交
歓
の
う
ち
に
夜
が
更
け
る
。

森
吉
山
で
は
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
、

キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ

、

サ
ン
カ
ヨ
ウ
な
ど

が
人
目
を
引
い
た
。

林
稔
氏
の
特
製
ス
グ
リ

酒
は
芳
醇
で
あ
っ
た
。

は
や
三
日
目

、

記
念
撮
影
の
あ
と

、

名
残

り
を
惜
し
む
有
志
で
角
館
町
の
武
家
民
敷

に
。
つ
い
で
小
岩
井
染
揚
に
も
寄
っ
て
盛
岡

に
出
た
。

こ
の
山
行
を
企
画
推
進
さ
れ
た
婦
懇
の
方

(11) 
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年
九
十
歳
―
ニ
ヵ
月
で
あ
っ
た
。

を
偲
ぶ
大
島
氏
は
明
治
四
十
四
年

、

東
京
高
師
付
屈
中
学
に
入
学
さ
れ

た
と
こ
ろ
、

翌
大
正
元
年
に
は
我
国
で
初
め
て
学
校
山
岳
部
が
同

大
島
永
明
永
年
会
員
（
会
員
番
号
五
一三
）
は
昨
年
五
月
転
倒
校
に
設
立
さ
れ

、

伴
野
消
会
員
ら
と
共
に
部
員
に
な
ら
れ

、

在
学

し
て
骨
折
さ
れ
た
の
が
原
因
で
敗
血
症
を
併
発

、

本
年
二
月
一
日
中
に
日
本
山
岳
会
に
も
入
会
さ
れ
た
。
正
に
学
生
会
員
の
草
分
け

午
後
二
時
五
十
五
分
、
急
性
心
不
全
の
た
め
亡
く
な
ら
れ
た
。
享
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で

二
ツ
森
へ
登
る
の
に

二
時
間
近
く
も
遅
れ
て
し
ま
っ
た

残
雪
に
潜
り
な
が
ら
登
る
視
界
に

伐
採
さ
れ
て
し
ま
っ
た
プ
ナ
林
の
跡
が

あ
ま
り
に
も
哀
れ
だ
っ
た
し

ー

追

悼
* 

大
き
な
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
が

曲
り
く
ね
っ
た
山
道
に
我
が
も
の
顔
で

で
1

ん
と
坐
っ
て
い
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー

車
も

私
た
ち
の
車
を
止
め
て
し
ま
っ
た

そ
し
て

変
な
遮
断
機
ま
で
が
私
た
ち
の
車
を

し
ば
ら
く
止
め
て
し
ま
っ
た

々
に
礼
を
述
べ、

三
日
間
に
わ
た
っ
て
車
を

運
転
さ
れ
た
福
田
夫
人
ほ
か
二
氏
に
謝
意
を

表
す

一
方

、

こ
の
貴
重
な
プ
ナ
原
生
林
を
後

世
に
残
し
、
地
域
の
過
疎化
と
自

然
界
の
調

和
に
着
目

、

こ
れ
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ

て
い
く
た
め
、
多
年
尽
痒
さ
れ
る
工
藤
茂
美

先
生
の
情
熱
に
は
深
く
魅
せ
ら
れ
た
。

（赤
松
光

）

山
岳
映
画
の
会

フ
ィ
ル
ム
委
員
会

六
月
七
日
（
火
）
六
時
半
よ
り
本
会
集
会

室
に
お
い
て
、
塚
本
福
治
郎
会
員
の
作
品

「厳
冬
の
エ
ベ
レ
ス
ト
・

栄
光
最
後
の
記

録
」
「
春
雪
の
穂
高
を
滑
る
」
の
二
本
を
鑑

買
し
た
。

こ
の
映
画
会
の
発
端
は、
昨
年
十
月
当
委

員
会
の
羽
田
委
員
が
「
山
の
映
画
あ
れ
こ

れ
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
際
ご
来
会
さ
れ

た
塚
本
会
員
の
作
品
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
、

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
そ
の
作
品

を

上
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

、

と
い
う
話

今
私
に
一
体
何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う

今
私
た
ち
は

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う

心
に
ず
っ

し
り
重
い
宿
題
を
抱
え
て

山
を
後
に
し
た
の
だ
っ
た
。

（熊
谷
と

も
子
）

や
が
て
伐
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
プ
ナ
林
は

も
っ
と
も
っ
と
哀
れ
で
あ
っ
た

に
な
り

、

そ
れ
が
実
現
の
運
び
と
な
り、

今

回
の
映
画
会
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

四
十
三
名
の
来
会
者
を
迎
え
て、

羽
田
委

員
に
よ
る
塚
本
氏
の
ご
紹
介
の
後
塚
本
氏
自

身
が
映
写
機
を
操
作
さ
れ
て
映
画
会
は
始
ま

り
ま
し
た
。

「
栄
光
最
後
の
記
録」
は
一
九
八
二
年
十

二
月
―
―
十
七
日
厳
冬
期
の
エ
ペ
レ
ス
ト
に
初

の
単
独
登
頂
を
果
た
し、

帰
路
行
方
不
明
に

な
っ
た
加
藤
保
男
氏
を
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
た

作
品
で
、
「
世
界
冒
険
と
ス
ボ
ー
ツ
映
橡
大

会
」
に
お

い
て
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
素
晴

ら

し
い
映
画
で
す
。

一
九
七
―
―一
年
秋、

最
初
の
エ
ベ
レ

ス
ト
で

両
足
の
指
全
部
と

、

手
の
指
の
一
部
を
凍
傷

で
失
っ
た
も
の
の
、

強
靱
な
精
神
力
で
再
起

し
、

一
九
八
0
年
春

、

中
国
側
よ
り
二
度
目

の
登
頂
と

、

輝
か
し
い
数
々
の
記
録
を
残
し

た
加
藤
保
男
氏
の
＝
一
度
目
のエ
ベ
レ
ス
ト
へ

の
挑
戦
そ
し
て
初
の
単
独
登
頂
者
と
な
っ
た

氏
の
、
ま
さ
に
「
栄
光
最
後
の
記
録
」
と
な

っ
た
作
品
を
見
な
が
ら
、

三
十
三
歳
と
い
う

若
さ
で
の
遭
難
は

、

何
と
も
残
念
な
こ
と
で

あ
り
、

日
本
の
登
山
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
け

三
十
三
歳
と
い
う
若
さ
で

、

ど
ん
な
に
か

悔
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
合
掌
。

上
映
後

、

塚
本
氏
よ
り
撮
影
の
際
の
苦
労

話
や

、

エ
ビ
ソ
ー

ド
等
貨
重
な
お
話
を
伺

い
、

盛
会
裡
に
終
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
会
者

広
羽
清

、

松
丸
秀
夫

、

風
見
武

秀
、

大
塚
玲
子

、

羽
田
栄
治
、
中
村
久
美

子
、

平
戸
孝
夫、

田
久
保
勇
治

、

桑
原
孝

博
、

三
好
孝
弘

、

河
野
之
保
、
南
川金
一

、

平
井
吉
夫
、
林
桂
子、

久
保
孝

一郎
、

岡
野

修
、
直
田
恒
夫

、

柴
沼
武
子

、

村
川
八
重

子
、

鴫
原
一
男

、

三
枝
明
徳

、

原
謙
一

、

庄

健
太
郎

、

橋
本
新
子
、
一
方
井
千
里

、

井
束

喜
代
子

、

遠
田
栄

、

遠
田
篤
子

、

入
沢
郁

る
惜
し
い
人
を
失
っ
た
と
い
う
思
い
が
大
き

か
っ
た
。

加
藤
氏
が

、

こ
の
遠
征
に
出
発
す
る
前
に

書
か
れ
た
「
雪
煙
を
め
ざ
し
て
」
の
あ
と
が

き
に
「
果
し
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か

。
寒
気

は
、

風
は
、
雪
崩
は

·:
．
．
．。
意
識
が
朦
朧
と

し
、

気
付
い
た
時
に
は
進
退
き
わ
まっ
て
い

る
の
で
は
な
い
か

：

；
…
。
い
や、

何
が
何
で

も
桶
っ
て
く
る
。
絶
対
山
で
は
死
な
な
い

ぞ
！

」
と
書
い
て
い
る
。

映
画
の
後
半
で
の

、

下
部
キ
ャ
ン
プ
よ
り

ト
ラ
ン
シ

ー

パ
ー

で

「加
藤
さ
ん
応
答
し
て

下
さ
い
＇

•
こ
れ
が
最
後
の
交
信
で
す
！

応
答
願
い
ま
す！
」
と
叫
び
続
け
る
臨
場
感

溢
れ
る
画
面
を
見
て
い
て
、
私
は
こ
の
「
あ
ヽ
＇
ノ

と
が
き
」
の
言
葉
を
想
い
浮
か
べ
て
い
ま
し
1
2

た
。
（
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森
谷
君
（
会
員
番
号
二
四
一
0
)
は
学
校
（
明
大
）
の
後
翡
で

あ
る
が
、
私
に
と
っ
て
は
民
俗
学
の
師
で
あ
っ
た
。
山
岳
部
に
入

っ
て
か
ら
よ
く
山
に
登
っ
た
。
特
に
新
潟
辺
り
の
残
雷
期
の山
に

親
し
ん
で
か
ら

、

マ
タ
ギ
に
興
味
を
示
し
出
し
た
。
当
時
は
高
橋

文
太
郎
（
故
・
会
員・
明
大
O
B
)
も
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ジ
ア
ム
と

森
谷
周
野
君
の
こ
と

卓
中
学
四
年
の
大
正
三
年
夏
に
は

、

一
高
の
伴
野
先
張
ら
と
共

に
、

長
次
郎
谷
か
ら
剣
の
第
三
登
に
成
功
し
た
。

追

ま
た
大
正
五
年
に
は
伴
野
氏
を
リ
ー

ダ
ー
に
、

大
町
の
ガ
イ
ド

大
西
又
吉
を
伴
い
七
名
で

、

初
め
て
槍
か
ら
穂
高
に
向
う
逆
縦
走

に
も
成
功
し
た
。

大
正
七
年
、
大
島
氏
は
藤
島
敏
男
先
輩
ら
と
共
に
四
十
日
間
の

鮮
満
支
旅
行
を
計
画
、
三
十
数
名
で
京
城
、
平
壌
、
奉
天
、
大

連
、
北
京
、
漢
口
、
南
京
、
上
海
、
杭
州
、
脊
島
な
ど
回
っ
て
来

ら
れ
た
が
、

こ
の
時
の
体
験
や
認
識
が
、
そ
の
後
の
国
際
的
活
動

な
ど
に
大
変
役
立
っ
た
と
話
し
て
居
ら
れ
た
。

清
子
夫
人
も
山
が
お
好
き
で
、
結
婚
式
は
一
高
同
級
だ
っ
た
黒

田
正
夫
•

初
子
夫
要
媒
酌
の
下
に
行
な
わ
れ
た
。

後
聟
に
と
っ
て
大
島
先
薪
は
穏
や
か
で、

よ
く
話
も
聞
か
れ
る

慈
父
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
社
会
生
活
で
は
東
大
法
学
部

卒
業
後

、

商
工
省
貿
易
部
で
定
年
ま
で
活
躍

、

そ
の
後

、

貿
易
振

興
会
に
入
り

、

正
四
位
に
叙
せ
ら
れ
て
居
ら
れ
る
。
終
戦
後
も
国

際
工
業
所
有
権
保
護
協
会
日
本
部
会
の
理
事
兼
事
務
局
長
と
し
て

国
際
的
な
手
腕
を
ふ
る
わ
れ
た
。

そ
し
て
若
い
時
山
で
き
た
え
た

体
だ
け
あ
っ
て

、

晩
年
も
医
師

が
お
ど
ろ
く
程
の
体
力
で
居
ら
れ
た
。

山
の
先
達
の
昇
天
に
際
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。
（

中
村
純
二
）

（小
野
幸

）

追
悼

ー
~

い
う
民
俗
学
団
体
に
お
ら
れ
た
の
で
そ
の
影
響
も
あ
っ
た
か
と

思
う
。

彼
と
私
の
親
し
い
つ
き
あ
い
は
戦
後
間
も
な
く
から
で
あ
る
。

新
潟
鉄
道
局
の
旅
客
課
で
旅
客
誘
致
の仕
事
を
し
て
お
り
、
私
は

都
の
親
光
課
に
い
た
の
で
年
一
回
の
プ
ロ
ッ
ク
宣
伝
協
議
会
に
は

必
ず
顔
を
あ
わ
せ
て
い
た
。
会
場
が
新
潟
県
内
の
時
は
彼
の
宅
に

あ
そ
び
に
行
っ
て

、

最
近
の
彼
の
民
俗
学
の
論
文
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
た

。
彼
は
新
潟
の
郷
土
史
の研
究
会
に
入
っ
て
、
発
表

も
し
て
い
た
。

彼
は
気
は
や
さ
し
く
て
力
持
ち
の
タ
イ
プ
で
、
酒
は
す
き
で
、

私
が
新
潟
へ
出
張
す
る
と

、

近
く
に
い
る
山
岳
部
のO
B

た
ち
を

呼
ん
で
く
れ
て
飲
み
あ
か
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
の
民
俗
学
の
方

法
は
柳
田
さ
ん
と
は
す
こ
し

異
な
っ
た
考
え
で
、
資
料
を
集
め
て

ま
と
め
る
と
い
う
よ
り

、

自

分
の
目
で
見
て
考
え
る
の
で
、
正
し

い
賢
料
を
と
ど
め
る
と
い
う
や
り
か
た
で、
私
も
そ
の
方
法
に
従

っ
て
い
た
。
無
理
に
学
に
す
る
こ
と
も
な
い
と
云
う
彼
の
思
想
に

校
成
で
あ
る
。

彼
は
ス
キ
ー

も
達
人

（
？
）
で
あ
っ
た
。
皇
族
方
が
県内
の
ス

キ
ー
場
に
来
ら
れ
る
と
案
内
役
も
し
た
ら
し
い
。

私
が
佐
渡
の
ム
ジ
ナ
伝
説
を
調
べ
る
た
め
彼
の
宅
に
行
き
資
料

を
求
め
た
が
な
か
っ
た
ら

、

そ
の
後
二

、

三
度
佐
渡
ま
で
行
っ
て

し
ら

べ
て
く
れ
た
ほ
ど
民
俗
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
。

鉄
道
局
を
定
年
で
や
め
て
か
ら
、
新
潟
市
内
の
日
本
交
通
公
社

に
入
っ
た
。
山
も
よ
く
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

、

公
社
の
関
係
す
る
長
野
県
乗
鞍
岳
の
ホ
テ
ル
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に

お
さ
ま
っ
た
の
で

、

こ
こ
で
も
ス
キ
ー
を
ぞ
ん
ぶ
ん
に
楽
し
ん
だ

こ

と
で
あ
ろ
う
。

今
年
も
年
賀
状
を
も
ら
っ
た
。
だ
の
に
彼
は
逝
っ
て
し
ま

っ

た
。
五
月
三
日
、
七
十
四
歳
。

1

日
科
学
委
員
会
講
演
会

( 7 月 ）

夫
、
堀
嘉
余
子

、

佐
藤
知
恵
子

、

内
田
耕

作
、

坂
本
正
智

、

神
谷
光
昭

、

千
葉
保
之

、

藁
科
光
雄
、
斉
藤
敏
男

、

石
橋
正
美
、早
川

瑠
璃
子

、

藤
田
礼
子
、
渡
辺
正
臣

、

織
田
沢

美
知
子
、
小
山
睦
子
（

小
山
睦
子
）

―
―福岡
支
部
だ
よ
り

六
十
二
年
度
最
後
の
行
事
と
し
て、

講
演

と
映
画
の
会
を
三
月
十
九
日
福
岡
市
内
都
久

志
会
館
で
開
催
し
た
。

講
演
は
「パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
の
知
ら

れ
ざ
る
民
族
」
の
表
題
で
本
会
の
高
所
委員

で
あ
り
、

パ
キ
ス
タ
ン
に
造
詣
の
深
い
広
島

三
朗
氏
に
お
願
い
し
た
。
広
島
氏
の
研
究

・

調
査
に
基
づ
く
北
西
辺
挑
少
数
民
族
の
分
布
）

や
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
興
味
深
く
意
の
1
3

あ
る
話
を
間
く
こ
と
が
で
き
大
変
有
意
義
な
（

講
演
会
で
あ
っ
た
。

映
画
は

、

一
九
七
七
年
日
本
山
岳
協
会
が

実
施
し
た

、

K
2

登
山
隊
の
記
録
映
画
を
上

映
し
た
。
参
加
者
は
会
員
三
十
名
を
含
め
百

名
を
こ
え
盛
大
に
お
わ

っ
た
。

会
終
了
後
、
会
員
二
十
五
名
で
広
島
氏
を

囲
ん
で
親
ぽ
く
を
兼
ね
情
報
交
換
を
し
た。

（深
田
泰
三
）
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動
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物
故

久
保
田
昭

―
-
（
七
四
四
二
）

森
谷
周
野
（

二
四

一
0
)

森
田
茂
（
五

一
四
五
）

浜
野
正
男
（
一
七

三
O
)

山
県

一
雄
（
一
六
八
七
）

斉
藤
平
七
（
四
一
〇
六
）

平
野
敷
（
八
五

二
四
）

終
身
会
員
へ

久
我
良
房
（

三
＝
―
―
―-
）

退
会

三
菱
化
成
黒
崎
工
場
化
成
ク
ラ
プ

登
山
班

（
五七
七
四
）

姓
名
変
更

26 21 20 19 18 14 13 12 11 
日日日日日日日日日

8

日

7

日

5

日

4

日

2

日

7

月

7 7 7 7 .... 
272725 7 

7
.
5
 

5 3 .. 
3 15 

婦
人
懇
談
会

会
報
委
員
会

海
外
委
員
会

学
生
部

常
務
理
事
会

シ
ヴ
ァ

登
山
隊
歓
送
会

海
外
委
員
会
諧
演
会

理
事
会

婦
人
懇
談
会

総
務
委
員
会

図
書
委
員
会

山
研
委
員
会

、

三
水
会

婦
人
懇
談
会

自
然
保
護
委
員
会

7

月
来
室
者
4
8
0
名

(14) 
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日
時

十
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
二
時

場
所

日
本
山
岳
会
集
会
室

こ
の
催
し
は、

松
方
三
郎
さ
ん
の
提
唱
で

会
員
同
志
が
不
要
な
山
の
本
を
持
ち
寄
り、

交
換
す
る
こ
と
で
始
ま
り
、
今
年
で
二
十
一

回
目
と
な
り
ま
す
。

本
年
も
多
数
の
ご
出
席
、
ご
出
品
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

＾
出
品
申
込
み
方
法
＞

出
品
締
切

十
月
六
日
（
水
）

申
込
・
問
合
せ

図
害
委
員
会

東
京
近
郊
の
方
で
多
数
出
品
さ
れ
る
場
合

は
委
員
会
で
い
た
だ
き
に
伺
い
ま
す
。
ま
た

は
、

宅
急
便
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

出
品
図
書
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
は
、
特

に
希
望
価
格
の
明
示
が
な
い
場
合
は、

委
員

会
に
一
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、

売
上
げ
の
二
割
を
手
数
料
と
し
て

申
し
受
け
ま
す
。

会
員
各
位

、

と
く
に
山
岳
図
書
に
関
心
を

お
持
ち
の
方
の
ご
参
加、

ご
出
品
を
お
待
ち

④
図
書
交
換
会
の
お
知
ら
せ

宮 234-6659

しもこ
ておの
い知電
まら話
すせで

加
藤
裕
二
（
九
九
―
-
)
↓
鈴
木
裕

十
月
二
十
五
日
（
火
）
一
八
時

ー―-
0分

「
映
像
の
変
遷
」

ー
テ
レ
ビ
に
お
け
る

山
岳
撮
影
の
歩
み
ー

講
師
川

合
周
他

、

現
役
カ
メ
ラ
マ
ン

（
元N
H
K

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
）
予
定

会
費

二
百
円

フ
ィ
ル
ム
委員
会
で
題
記
の
購
演
会
を
開

日
時

講
濱 ④

講
演
会
の
お
知
ら
せ

* 

し
て
お
り
ま
す
。

④
晩
秋
の
尾
瀬
山
行

図
書
委
員
会

静
か
な
尾
瀬
ケ
原
の
第
二
長
蔵
小
屋
に
泊

り
、

自
然
を
満
喫
し
懇
親
を
深
め
る
計
画
を

た
て
ま
し
た
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
十

月

二
十
九
日
（
土
）

し
三
十
日
（
日
）

コ
ー
ス

鳩
待
峠
ー

尾
瀬
ケ
原
（
泊
）
ー
尾

瀬
沼
ー
三
平
峠
ー

大
清
水

集
合

二
十
九
日
新
宿
駅
西
口

午
前
七
時

貸
切
り
バ
ス
使
用

費
用

一
三
五
0
0
円
（
往
復
バ
ス
代
・

宿
泊
毀

．

懇
親
会
費
）

申
込
先

十
月
十
五
日
ま
で
に
事
務
局
へ

参
加
希
望
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
に
詳

し
い
内
容
を
お
送
り
い
た
し
ま
す。

集
会
委
員
会
・
自
然
保
護
委
員
会
共
儡

* 

日
時

十
月
十
五
日
（
土
）

、

十
六
日
（
日
）

場
所

栗
駒
国
定
公
園
「
い
こ
い
の
村
」

（
秋
田
県
湯
沢
市
高
松
）
と
高
松
山
群

日
程
十

五
日
一
四
時
ー

一
六
時
集
合・
受

付
「
い
こ
い
の
村」
（
電
0
1
8
3
-
7
9ー
2
1
8)。

一
六
時
l

―
-0
時
、
講
話
・
会
議

・

懇
親

会十
六
日
、
朝
食
後
、
A
班
（
登
山
）、

B

班
（
探
勝
）
に
分
か
れ
て
行
動
。

〔A
班
〕
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
「
い
こ
い
の

村
」
七
時
三
0
分
発
。

泥
湯
↓
高
松
岳

（
l
-―
-
四
八＂い
）
↓
山
伏
岳
（
一
三
一
五

＂
い
）
↓
川
原
毛
。
川
原
毛
発
一
四
時

――
1
0

分
。
泥
褐
温
泉
か
ら
登
り

、

高
松
岳
・

山

伏
岳
を
縦
走
し
て
川
原
毛に
下
山
（
約
六

時
間
）
、
川
原
毛
を
散
策
の
あ
と
「
い
こ

い
の
村
」
に
帰
り
ま
す
。

〔B
班
〕
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
「
い
こ
い
の
村
」

八
時
発
。
川
原
毛↓
大
湯
滝
↓
川
原
毛
。

泥
湯
温
泉
経
由
で
川
原
毛
硫
黄山
を
さ
ら

に
下
っ
て
秘
湯
「
大
湯
滝
」
を
探
勝
し
ま

す

（
往
復約
二
時
間
）
。

④
東
北
プ
ロ
ッ
ク
集
会

* 

フ
ィ
ル
ム
委
員
会

催
し
ま
す
。
昨
年
ま
で
N
H
K

で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
し
た

川
合
さ
ん
に

、

初
期
の
手
巻
き

撮
影
機
時
代
か
ら
現
代
の
ビ
デ
オ
時
代
ま
で

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
ご
苦
労
や

裏
話
な
ど
で
す
。

印
刷
所

訂
正
会
報
5
1
8
号
四
。
ヘ
ー
ジ
上
段
右
か
ら
十

行
目
、
安
江
守
宜
と
あ
る
の
は
安
江
安
宣
氏

の
誤
り
。
同
5
1
8
号
六
。
ヘー
ジ
一ー
一
段
目
左
一
行

目
の
境
ノ
神
山
は
堺
ノ
神
山
の
誤
り。

一
―

。

ヘ
ー
ジ
一
段
目
左
か
ら
四
行
目
の
「
日
本
山

岳
会
創
立
会
員
と
な
っ
た
」
は

「日
本
山
岳

会
初
期
会
員
と
な
っ
た
」
に
訂
正
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
（

編
集
）

昭
和
六
士
二
年
九
月
二
十
日
発
行

1
0
2東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
ー
四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所
紐
虚
日
本
山
岳
会

発
行
者
今
西
寿
雄

編
集
代
表
岡
沢
祐
吉

屯
話
東
京
（
渕
）
四
四
三
三

振
替
口
座
東
京
三
ー
四
八

二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂

一
ー

三
ー

六

赤
坂
グ
レ
ー
ス
ピ
ル

株
式
会
社
技
報
堂

秋
田
支
部

参
加
料

一
万
円

（
宿
泊
料、
懇
親
会
、
バ

ス
代
）、

当
日
受
付
で
申
し
受
け
ま
す
。

申
込
先

一T
o
l
O
秋
田
市
山
王
六
I
-
―
ー
五

渡
部
ビ
ル
2

階
、
佐
藤
事
務
所
内

日
本
山
岳
会
秋
田
支
部

（
電
0
1
s
i
:

ぷ

3
1
0
9
1
0
)

又
は
一T
o
l
O
秋
田
市
保
戸
野
中
町
七
ー
一
四

岡
田
光
行
（
屯
0
1
8
8
-
-
-
2
3
1
3
0
8
5
)

※
な
お
、
会
場
の
都
合
で
七
0
名
に
な
り
次

第
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(15) 
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